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ごあいさつごあいさつ

本市では、都市計画に関する長期的な展望に立った都市づくりの

総合的な指針として、平成 22年度に「津久見市都市計画マスター

プラン」を策定し、まちづくりに取り組んでまいりました。この間、

平成２９年に襲来した台風第１８号による甚大な被害により、大き

な影響を受けることとなりました。

また全国を見ますと、人口減少社会の到来や頻発する大規模な自

然災害による安心・安全に対する意識の高まりに加え、地球環境の

深刻化やデジタル化の急速な進展、新型コロナウイルス感染症拡大

など、社会経済情勢の変化に伴う新たな課題も生じています。

このような中、本市では、台風災害からの復興・復旧として大分県が実施する河川激甚災害特

別対策事業とあわせた津久見川周辺整備に取り組んでおり、また、令和3年 3月には市民待望の

一般国道217号平岩松崎バイパス（第Ⅰ期工区）・市道道篭合ノ元線が開通することで、市中心

部へのアクセスが格段に改善されました。そして現在は、津久見港埋立地において、令和7年度

供用開始予定の津波避難ビル・防災拠点機能を兼ね備えた津久見市新庁舎建設と令和9年度供用

開始を目指す街なか観光拠点の一体的整備、令和6年度開校予定の新設中学校（津久見中学校）

に向けた現第一中学校の長寿命化改修工事、ラウンドアバウトを導入することにより、安心・安

全な通学路として整備を進めている市道岩屋線道路改良工事など、将来の本市の発展に寄与する

大型事業に取り組んでいるところです。

このように、大きく情勢が変化する中、新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備を機に、これま

でにはない新しい都市を創造するといった理念のもと、「第5次津久見市総合計画（令和３年３

月改訂）」や大分県が策定した「津久見都市計画区域マスタープラン」をはじめとする関連計画

と整合を図り、「津久見市都市計画マスタープラン（目標年次：令和 22年）」を改訂しました。

あわせて、JR津久見駅から概ね半径１㎞以内の市中心部における、様々な事業を整理した「津久

見市グランドデザイン構想」も策定したところです。

今後は、これらを基本に、関係機関・関係団体と連携し、市民の皆様のご協力をいただきながら、

具体的な施策や事業に取り組んでまいります。

結びに、マスタープラン改訂にあたり、ご協力をいただきました多くの市民の皆様をはじめ、

関係者の皆様に、心から感謝を申し上げますとともに、今後とも、市政に対する一層のご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

津久見市長津久見市長　　川 野 幸 男川 野 幸 男令和 4 年 3 月令和 4 年 3 月
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第 1 章　現況・課題の整理

津久見市の地形

本市は、大分県の南東部に位置し、豊後水道に面した海沿いの都市であり、北に臼杵市、南に佐伯
市と境を接し、東西に 28km、南北に 12km、総面積 * は 79.48㎢となっています。

豊後水道に面した津久見湾の湾口部を囲うようにして半島部の典型的なリアス海岸が伸び、それを
さらに鎮南山、姫岳、碁盤ケ岳、彦岳といった 600 ～ 700 ｍの山地が三方から馬蹄型に囲んでいます。
島しょ部は、四浦半島の延長に保戸島、長目半島の延長に地無垢島、沖無垢島と合計 3 島があります。
美しいリアスの海岸線が山地斜面のミカン栽培の段々畑とコントラストをなしており、色とりどりの
風光明媚な景観を構成しています。また、山地部に広がる石灰岩地帯の鉱山は、本市ならではの独特
な景観を織りなすとともに、基幹産業（石灰石・セメント産業）を支える貴重な資源として利用され
ています。

本市は、比較的温暖な気候に恵まれ、台風の襲来や冬の厳しい季節風から守られており、自然災害
も少ない都市と言われてきましたが、平成 29 年台風第 18 号では、市内を流れる津久見川、青江川
や徳浦川が氾濫するなど、市全域で多くの市民が甚大な被害を受けました。

  * 津久見市の総面積 79.48㎢：国土地理院令和 3 年 10 月全国都道府県市区町村別面積調
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第 1 章　現況・課題の整理

① 人口の推移
本市の人口推移をみると、令和 2 年国勢調査人口で 16,100 人となっており、平成 12 年から 20 年

間で約 7,000 人の減少がみられます。隣接する臼杵市、佐伯市と比較しても、本市の人口減少率が高
い状態となっています。また、世帯数と世帯人員も減少し続けており、平成 12 年以降の世帯人員数
は県平均値と同等の値を示しております。

（２）人口・世帯数

資料：令和 2 年国勢調査

② 年齢別人口
本市の年齢別人口の推移をみると、65 歳以上の人口が著しく増加する一方で 0 ～ 14 歳と 15 ～ 64

歳の人口が減少しています。令和 2 年の年齢別人口をみると、65 歳以上の高齢者人口構成比は県平
均値以上となっています。また、隣接している臼杵市、佐伯市もほぼ同じ状況となっており、これら
隣接都市と比較しても 15 ～ 64 歳の人口構成比が若干低くなっています。
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第 1 章　現況・課題の整理

③ 人口密度
平成 27 年において、保戸島地区の人口密度が 50 人 /ha を下回るなど、徐々に人口が減少し、人

口密度が低下しています。また、JR 津久見駅周辺は、都市機能・公共交通の利便性が特に高いエリ
アであるにも関わらず、他地区と比較しても特に人口が集積されているとは言えません。これは、居
住者の高齢化のほか、狭小で老朽化した土地や建物によって、人口が郊外に拡散していることが考え
られます。

平成 27 年人口密度

0
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800

1,000

1,200

県
内
自
治
体

他
県
（
九
州
・
沖
縄
）

他
県

（
九
州
・
沖
縄
以
外
）

国
外

流入 流出

大分市
50.9％

流出人口総数
1,119 人

別府市
5.0％

中津市
1.1％

日田市
0.4％

佐伯市
10.5％

臼杵市
27.4％

竹田市
0.4％

豊後高田市
0.1％

杵築市
0.2％

宇佐市
0.6％

豊後大野市
1.3％

由布市
1.0％

姫島村
0.0％

（人）

流入人口総数
480人

国東市
0.2％

日出町 0.6％

九重町 0.0％

玖珠町 0.4％

大分市
45.4％

別府市
5.6％

中津市
1.5％

日田市
1.0％

佐伯市
16.5％

臼杵市
15.6％

竹田市
1.3％

豊後高田市
0.4％

杵築市
3.3％

宇佐市
0.4％

豊後大野市
5.2％

由布市
1.7％

姫島村
0.0％

国東市
0.6％

日出町 1.5％

九重町 0.0％

玖珠町 0.0％

JR 津久見駅周辺

保戸島地区

5 ㎞2 ㎞0

2 ㎞1 ㎞0

資料：令和 2 年国勢調査

④ 流入・流出人口
本市における令和 2 年国勢調査による流入・流出人口の状況をみると、大分市への流出が最も多く、

次いで臼杵市、佐伯市の順となっています。この傾向は前回の平成 27 年国勢調査時と大きな変わり
はなく、流入・流出人口の比率もほぼ同様の値であることから、大分市を中心とした県内自治体への
人口流出に歯止めがかかっていないことがうかがえます。

流入・流出人口 県内自治体からの流入人口の割合 県内自治体への流出人口の割合
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① 商業
本市の商業動向は、事業所数、従業者数ともに減少傾向となっています。特に、事業所数は一貫し

て減少しており、平成 28 年では平成 9 年のほぼ半数にまで減少しています。従業者数については、
平成 19 年にやや増加したものの、平成 28 年では平成 9 年の約 4 割減少しています。また、年間販
売額は平成 14 年に急激に下がっているものの、平成 19 年以降は増加傾向にあります。

（３）産業

② 工業
本市の工業は、リアス海岸を利用した天然の良港と豊富な石灰岩の産出を生かして、大分県の発展

に寄与する役割を果たしてきました。
本市の工業の推移をみると、出荷額については、平成 14 年から平成 22 年までの間に増減を繰り

返しながらもある程度の数字を保っていましたが、平成 22 年から令和 2 年にかけて急激な増減が続
いています。事業所数は大きな変化は見られないものの、減少傾向にあります。従業者数は平成 14
年から令和 2 年までの 17 年間で増減を繰り返しています。また、令和 2 年における製造品出荷額構
成比をみると、本市で最も出荷額の多い製造品は、窯業土石（セメント）で全出荷額の 8 割以上を占
めており、次いで一般機械、食料品となっています。

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H9 H11 H14 H16 H19 H26 H28

（人・所）

事業所数 従業者数 年間販売額

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H29 H30 R1 R2

（所・人）

事業所 従業者 製造品出荷額等

工業の推移

資料：津久見市統計書

資料：津久見市統計書

商業の推移
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資料：令和元年度の大分県統計年鑑

漁業の経営体数の推移

資料：平成 22 年度～令和元年度の大分県統計年鑑

林業の状況

○ 林業
本市の林業については、平成 24 年から令和元年まで林野面積 4,951ha を保っており、そのすべて

を民有林が占めています。

③ 農林漁業
○ 農業

農業は、古くからミカンを主体とした柑橘類の生産が中心となっており、他都市と違って水田がな
いという特徴を持っています。耕地面積は年々減少しており、平成 22 年で 411ha であった耕地面積は、
令和 2 年には 288ha まで減少しています。

各年翌 1 月 1 日単位：経営体

※海区ならびに漁業地区

○ 漁業
漁業は、津久見湾や豊後水道を主要漁場とした多獲性魚や高級魚を対象にしたまき網、刺網、一本

釣、小型底びき網等の沿岸漁業、保戸島を基地とする近海・遠洋マグロ漁業及びブリやヒラメ等の養
殖漁業に大別され、魚種は豊富です。近年では、本マグロの養殖も行われています。また、限りある
水産資源を守り育てる資源管理型漁業が積極的に進められています。

本市内の漁業経営体数は、大分県の経営体数の 1 割強で推移を続けており、年によって増減はある
ものの徐々に減少しています。

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30

R1
R2

(ha)

水田 畑（樹園地を含む）

耕地面積

資料：津久見市統計書

年次 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H20年 H25年 H30年

大分県 4,043 4,603 3,536 4,235 3,979 3,152 2,983 2,371 1,914

津久見※ 301 252 297 337 319 285 234 177 145

保戸島※ 211 221 200 217 183 125 217 165 139

各年度末時点

年次 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

総数（ha） 4,949 4,949 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951

国有林（ha) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

民有林（ha) 4,949 4,949 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951 4,951
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（４）土地利用

資料：津久見市統計書

土地利用状況の推移

本市の土地利用の構成をみると、その他の土地利用（採掘場等）が多いほか、その他の土地利用以
外は変化が少ないという特徴がみられます。

単位：km²

8.69 8.60 8.53 8.51 8.49 8.44 8.41 8.38 8.37 8.37 8.37 8.37

2.88 2.90 2.88 2.88 2.89 2.90 2.92 2.92 2.92 2.92 2.9 2.88

5.87 5.88 5.88 5.89 5.90 5.90 5.95 6.01 6.03 6.06 6.08 6.07

6.44 6.53 6.54 6.56 6.57 6.58 6.60 6.60 6.61 6.61 6.62 6.62

1.94 1.92 1.90 1.91 1.95 1.98 1.97 1.98 2.01 2.03 2.03 2.05

53.71 53.71 53.81 53.79 53.76 53.66 53.62 53.58 53.53 53.48 53.49 53.48

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和1年 令和2年 令和3年

田・畑 宅地 池沼 山林 原野 雑種他 その他

年次 田・畑 宅地 池沼 山林 原野 雑種他 その他 合計
平成22年 8.69 2.88 0.01 5.87 6.44 1.94 53.71 79.54
平成23年 8.60 2.90 0.01 5.88 6.53 1.92 53.71 79.55
平成24年 8.53 2.88 0.01 5.88 6.54 1.90 53.81 79.55
平成25年 8.51 2.88 0.01 5.89 6.56 1.91 53.79 79.55
平成26年 8.49 2.89 0.01 5.90 6.57 1.95 53.76 79.57
平成27年 8.44 2.90 0.01 5.90 6.58 1.98 53.66 79.47
平成28年 8.41 2.92 0.01 5.95 6.60 1.97 53.62 79.48
平成29年 8.38 2.92 0.01 6.01 6.60 1.98 53.58 79.48
平成30年 8.37 2.92 0.01 6.03 6.61 2.01 53.53 79.48
令和1年 8.37 2.92 0.01 6.06 6.61 2.03 53.48 79.48
令和2年 8.37 2.9 0.01 6.08 6.62 2.03 53.49 79.5
令和3年 8.37 2.88 0.01 6.07 6.62 2.05 53.48 79.48

土地利用状況の推移
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基本事項

面積事業

市域

鉄道

都市計画区域

用途地域

土地区画整理事業

N

1.0 km0 0.2 km 

（５）市街地開発事業及びその他の開発動向

市街地開発事業位置図

資料：大分県の都市計画（資料編）

土地区画整理事業実施状況

本市では、10 地区の土地区画整理事業が都市計画決定され、現在まで 9 地区の事業が完了してい
ます。

令和 3 年 3 月 31 日現在

名称 施行主体
施行面積

（ha）

都市計画
当初決定
年 月 日

都市計画
最終決定
年 月 日

告示番号 事業年度 摘 要

第２姥目 市 1.7 S28.10.12 建告1348号 S29～S43 完　了

彦の内 市 3.9 S34.11.14 建告2288号 S35～S44 完　了

岩屋 組合 2.5 S36～S42 完　了

第３上宮本 市 9.4 S28.10.12 S61. 2.19 市告   5号 S38～R 5 清 算 中

門前 市 3.5 S41.12.18 建告4290号 S42～S50 完　了

千怒 市 10.3 S53.12.12 市告   65号 S53～H 2 完　了

西の内 組合 2.3 S56～S58 完　了

第２彦の内 組合 15.2 S57～H 1 完　了

地蔵町 共同 0.8 S63～H 1 完　了

第２千怒 市 14.8 H 7. 3. 7 H22. 3.30 市告   26号 H 7～H28 完　了

（土地区画整理法のみによる事業）

（土地区画整理法のみによる事業）

（土地区画整理法のみによる事業）

（土地区画整理法のみによる事業）
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令和 3 年 3 月 31 日現在

令和 3 年 3 月 31 日現在

① 都市計画法
○ 都市計画区域・用途地域

本市では、行政区域の約 63％に対して都市計画区域が指定されており（指定面積 4,997ha）、この
うち約 12％の 588ha に対して用途地域が指定されています。用途地域の内訳は、住居系用途地域が
半分以上を占めており、次いで工業系用途が多くなっています。

（６）法規制指定状況

9%

24%

26%

3%
3%

3%

6%

9%

17%

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

第１種住居地域

第２種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

用途地域指定状況

面積（ha） 構成比（%）
588
50 9%

141 24%
156 26%
18 3%
17 3%

382 65%

16 3%
36 6%

52 9%

55 9%
99 17%

154 26%

　　　準工業地域
　　　工業地域

　工業系用途地域合計

　　　第２種住居地域
　　　準住居地域

　住居系用途地域合計

　　　近隣商業地域
　　　商業地域

　商業系用途地域合計

区分
用途地域

　　　第１種中高層住居専用地域
　　　第２種中高層住居専用地域
　　　第１種住居地域

面積（ha） 人口（人） 面積（ha） 人口（人） 面積比（%） 人口比（%）

大分市 大分 50,239 477,393 36,105 465,333 72 97 11,288.0 31

別府市 別府※ 12,534 114,216 8,587 113,887 69 100 2,818.0 33

中津市 中津 49,144 83,517 5,629 70,311 11 84 2,652.6 47

日田市 日田 66,603 63,434 6,625 49,224 10 78 1,244.0 19

佐伯市 佐伯 90,314 69,198 4,125 37,487 5 54 1,167.0 28

臼杵市 臼杵 29,120 37,350 4,822 26,521 17 71 1,109.0 23

津久見市 津久見 7,948 16,582 4,997 14,144 63 85 588.0 12

竹田市 竹田 47,753 20,694 1,754 7,366 4 36 431.0 25

豊後高田市 豊後高田 20,624 22,556 5,300 15,259 26 68 586.0 11

杵築市 杵築 28,008 28,014 5,029 19,298 18 69 412.0 8

宇佐市 宇佐 43,905 55,262 9,622 43,709 22 79 782.0 8

豊後大野市 三重 60,314 35,091 2,235 13,250 4 38 439.9 20

国東市 国東 31,810 27,515 827 3,981 3 14 264.0 32

日出町 日出 7,326 28,333 4,039 27,483 55 97 570.0 14

湯布院 1,874 8,379 6 25 631.0 34

挾間 2,489 15,819 8 47 462.1 19

玖珠町 玖珠 28,660 14,795 1,072 9,332 4 63 301.0 28

606,234 1,127,788 105,131 940,783 - - 25,745.6 -

都市計画区域 都計区域/行政区域 用途地域
面積（ha）

用途/都計
面積比（%）

都市名 区域名

由布市

行政区域

31,932 33,838

計

都市計画区域・用途地域指定状況の比較

資料：大分県の都市計画（資料編）

資料：大分県の都市計画（資料編）

別府※ 別府国際観光温泉文化都市建設計画
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③ 自然公園法
本市には、自然公園法に基づく自然公園が２箇所指定されています。これら自然公園は、本市の地

域特性の１つでもあるリアス海岸を中心に指定されています。

資料：大分県環境白書（令和2年度版）

自然公園法の状況

公園の名称 指定日 面積（ha） 備　考 全体

日豊海岸国定公園 S49.2.15 357.9
全体：28,474.2
陸域：  4,293.8
海域：24,180.4

豊後水道県立自然公園 S26.3.30 3,087 区域変更　S49.5.31 8,271.5

合　　計 3,444 36,745.7

② 農業振興地域の整備に関する法律
本市の農業振興地域は令和 3 年度で 5,534ha が指定されており、そのうち 790ha が農用地区域に

指定されています。

※津久見市のみの面積

（７）交通

① 道路
本市では、市内を通過する国道 217 号が都市の骨格となっており、そこから半島部や谷地に向かっ

て県道が延びる構造となっています。
リアス海岸に沿って延びる県道や山地部を連絡する道路については、屈曲部が多く、幅員が狭隘な

箇所も多いため、日常的な通行において不便な状況が見られるほか、道路寸断時には代替道路を持た
ないエリアも残されています。

また、JR 日豊本線が市街地を南北に分断する形で通過しており、その大半は踏切交差となってい
ます。

津久見市交通網図

津久見駅

日代駅

津久見港

津久見
I  C

JR

JR

5 ㎞2 ㎞0

高速道路

鉄道

国道

県道

用途地域界

行政区域

凡例N
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自動車交通量

資料：平成 27 年度交通センサス

平成 27 年度 交通センサス交通量

2,763
0.52

8,065
1.04

2,439
0.29

12,931
1.91

5,273
0.70

6,684
0.70

8,995
0.91

3,457
0.63

3,606
0.47

2,373
0.35

412
0.09

833
0.07

412
0.09

1,239
0.18

混雑度

混雑度

昼間 12 時間自動車類交通量 用途地域界 行政区域

5 ㎞2 ㎞0

N

昼間12時間
自動車類
交通量

(台)

24時間
自動車類
交通量

(台)

（H22）12時間
自動車類
交通量

(台)

（H22）24時間
自動車類
交通量

(台)

H27/H22
交通量
増減

12時間

H27/H23
交通量
増減

24時間

昼夜率

ピーク比率
昼夜間
12時間

(%)

大型車
混入率

昼夜12時間
(%)

混雑度

8,065 10,021 15,962 21,152 0.51 0.47 1.24 11.5 12.1 1.04

7,042 8,756 10,104 12,758 0.70 0.69 1.24 10.7 13.6 0.87

12,931 16,293 12,273 16,200 1.05 1.01 1.26 11.2 5.4 1.91

8,995 10,774 9,130 10,932 0.99 0.99 1.20 11.3 6.1 0.91

2,373 2,990 9,130 10,956 0.26 0.27 1.26 11.3 7.2 0.35

2,763 3,481 105 128 26.31 27.20 1.26 11.0 12.4 0.52

3,457 4,218 2,639 3,220 1.31 1.31 1.22 13.3 14.9 0.63

6,684 8,288 4,952 6,537 1.35 1.27 1.24 12.0 6.6 0.70

1,239 1,487 1,327 1,699 0.93 0.88 1.20 10.4 6.3 0.18

412 523 449 575 0.92 0.91 1.27 10.9 10.9 0.09

833 1,016 906 1,105 0.92 0.92 1.22 10.6 7.2 0.07

539 663 581 732 0.93 0.91 1.23 11.5 3.3 0.06

2,439 2,976 2,713 3,473 0.90 0.86 1.22 13.0 8.2 0.29

3,606 4,435 3,333 4,066 1.08 1.09 1.23 11.3 8.0 0.47

5,273 6,558 4,327 5,250 1.22 1.25 1.24 11.2 8.6 0.70

四浦日代線 津久見市大字四浦

長目中ノ島線

津久見インター線 津久見市大字上青江

大泊浜徳浦線 津久見市徳浦本町

佐伯津久見線 津久見市文京町

津久見停車場線

四浦港津井浦線

四浦日代線

路線名 観測地点名

東九州自動車道 臼杵IC～津久見IC間

東九州自動車道 津久見IC～佐伯IC間

津久見野津線 津久見市大字上青江

臼杵津久見線

一般国道２１７号 津久見市新町9番2号

一般国道２１７号 津久見市中央町（旧消防前）

一般国道２１７号 津久見市大字網代

津久見市セメント町
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② 港湾
本市では、市街地の中心に津久見港が位置しており、保戸島や無垢島へと定期便が運航しています。

また、津久見港は重要港湾（※）に位置づけられており、国の海上輸送網の拠点として利用されてい
ます。

津久見港の取扱貨物量は大分港に続いて県内で２番目に多く（約 23,500 万フレート ･ トン※）、取
扱貨物量の内訳でみると内貿が全体の約 86％を占めています。

港湾取扱貨物量

※フレート・トン（Freight Tonnage）：貨物運賃計算の基礎となる貨物の単位で、運賃トンともいう。
※重要港湾：港湾法第 2 条第 2 項で「国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点となる港湾その他の国の利害に重
大な関係を有する港湾」

資料：令和元年港湾統計

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

大分港 別府港 津久見港 佐伯港 中津港

（千フレート・トン）

外貿計 内貿計

港湾名 全体 外貿計 輸出 輸入 内貿計 移出 移入

重要港湾 93,722,984 39,964,283 9,606,120 30,358,163 53,758,701 39,757,635 14,001,066

大分港 63,771,340 36,380,845 6,790,045 29,590,800 27,390,495 17,202,552 10,187,943

別府港 2,507,657 0 0 0 2,507,657 1,204,419 1,303,238

津久見港 23,498,903 3,187,720 2,695,614 492,106 20,311,183 19,170,550 1,140,633

佐伯港 619,753 336,376 86,941 249,435 283,377 91,956 191,421

中津港 3,325,331 59,342 33,520 25,822 3,265,989 2,088,158 1,177,831

資料：令和元年港湾統計

港湾取扱貨物量

単位：フレート・トン
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③ 鉄道
本市には、JR 日豊本線が通っており、市内には JR 津久見駅と JR 日代駅があります。
鉄道は、公共交通機関の軸として都市の発展や特産品の物流に寄与するとともに、通勤通学者や観

光客に利用されています。

駅の利用状況の推移

資料：津久見市統計書

④ バス
本市には、5 路線のバス路線が通っており、日常の足として市民に利用されています。しかしながら、

バス利用者は年々減少しており、平成 22 年と令和 2 年で比較すると 5 割以上減少しています。

市内バス（各路線毎）の利用状況の推移

資料：津久見市統計書

⑤ 離島航路
本市には、保戸島・無垢島を結ぶ２つの離島航路があり、島民の重要な生活航路となっていますが、

利用者数は減少傾向となっています。

離島航路（各路線毎）の利用状況の推移

資料：津久見市資料

単位：百人

単位：人

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

川内線 126 72 114 83 76 100 85 64 68 80 49

中ノ内線・西ノ内線 11 10 12 10 7 14 13 12 10 6 10

千怒・赤碕経由間元線 213 211 224 177 195 152 146 150 146 133 98

内名（堅浦）線・長目線 335 277 236 326 236 201 190 208 173 177 151

柳原経由市浜線 10 22 5 14 23 23 29 13 17 20 13

計 695 592 591 610 537 490 463 447 414 416 321

駅名 種類 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

乗車人員 285,757 283,391 285,623 309,211 301,150 322,665 - - - - -

降車人員 289,704 286,994 290,733 313,524 307,236 326,985 - - - - -

合計 575,461 570,385 576,356 622,735 608,386 649,650 - - - - -

1日あたりの
乗車人員

- - 783 847 825 884 878 809 841 819 709

乗車人員 21,474 17,334 16,075 15,518 15,130 16,389 - - - - -

降車人員 19,605 15,329 13,608 12,716 12,258 14,267 - - - - -

合計 41,079 32,663 29,683 28,234 27,388 30,656 - - - - -

1日あたりの
乗車人員

- - 44 43 41 45 - - - - -

JR津久見駅

JR日代駅

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

保戸島航路 97,240.5 94,522.5 84,952.0 94,205.0 89,623.5 84,406.5 81,092.0 74,870.5 68,007.0 74,865.5 61,163.0

無垢島航路 6,856.0 6,495.5 5,555.0 4,397.0 4,066.0 4,125.0 3,897.0 3,684.0 3,747.0 3,554.0 1,719.0

※ 12 歳未満については 2 人で 1 人とカウント

単位：人
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（８）都市基盤整備状況

① 都市計画道路
本市では、18 路線が都市計画道路として指定されています。計画の決定延長は 32,788m で、この

うち 23,475m で整備が完了していますが、JR 津久見駅周辺などに整備が進んでいない道路もありま
す。( 整備率約 71.6％ )

資料：津久見市資料

都市計画道路整備状況 令和 4 年 3 月 31 日現在

当初決定 最終決定

1. 3. 1 H8. 11.12 H17.  1.18 4 23.5 5,250 0 0.0%

3. 4. 1 S30.  3.31 H17.  1.18 2 18 230 230 100.0%

3. 4. 2 S30.  3.31 H17.  1.18 2 16 1,400 1,246 89.0%

3. 5. 3 S30.  3.31 H 7.  3.  7 12 1,100 480 43.6%

3. 6. 5 S30.  3.31 H23.  3.30 2 11 4,300 4,300 100.0%

3. 6. 6 S30.  3.31 H17.  1.18 2 11 1,500 1,500 100.0%

3. 4. 7 S30.  3.31 H17.  1.18 2 16 3,380 3,380 100.0%

3. 5. 8 S57.  7. 6 H17.  1.18 2 12 1,940 1,940 100.0%

3. 6. 9 S30.  3.31 S50. 11.11 11 520 520 100.0%

3. 6.10 S43.  4.19 S57.  7.  1 11 3,450 2,964 236 85.9%

3. 4.11 S30.  3.31 H22.  3.30 2 16 3,300 2,027 768 61.4%

3. 7.12 S30.  3.31 S57.  7.  1 7 250 250 100.0%

3. 6.16 S30.  3.31 S50. 11.11 8 940 940 100.0%

3. 5.17 S30.  3.31 H 7.  3.  7 14 600 180 30.0%

3. 6.18 H 7.  3. 7 R3.  9.17 2 16 523 523 100.0%

3. 5.19 H 7.  3. 7 H 7.  3.  7 13 1,260 455 36.1%

3. 6.20 H22.  3.30 H22.  3.30 2 11.25 1,650 1,345 81.5%

3. 6.21 H22.  3.30 H22.  3.30 2 10.75 1,195 1,195 100.0%

駅前線

千怒線

平岩松崎線

松崎高洲線

角崎中田線

井無田川内線

井無田成守線

角崎新地線

計画決定
の延長
（m）

改良済
延長
（m）

概成済
延長
（m）

改良率
（%）

青江津久見線

番号

志手徳浦線

西の内線

成守大工線

千怒塔ノ本線

大友彦の内線

駅裏線

高洲中の内線

長野堅浦線

姥目線

名称
都市計画決定状況 計画車線

の数
（車線）

計画
幅員
（m）

N

基本事項

都市計画道路

市域

鉄道

用途地域

改良済

未整備

概成済

都市計画区域

2 ㎞1 ㎞0

資料：津久見市資料

都市計画道路整備状況

改良済

71.6％

未改良

28.4％

都市計画決定延長

32,788m
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② 都市計画公園
本市では、街区公園 11 箇所、近隣公園 3 箇所、地区公園 1 箇所の合計 15 箇所の公園が都市計画決定

されており、都市計画公園の整備率は約 92.4％となっています。

都市計画公園整備状況 令和 3 年 3 月 31 日現在

計画（ha） 供用（ha） 整備率 当初決定

1.94 1.94 100.0%
2.2.1 警固屋児童公園 0.17 0.17 100.0% S32.12.19
2.2.2 セメント町児童公園 0.10 0.10 100.0% S32.12.19
2.2.3 徳浦仲よし児童公園 0.08 0.08 100.0% S32.12.19
2.2.4 えびす児童公園 0.34 0.34 100.0% S48.12.28
2.2.5 徳浦公園 0.33 0.33 100.0% S48.12.28
2.2.6 宮本東児童公園 0.15 0.15 100.0% S48.12.28
2.2.7 宮本西児童公園 0.12 0.12 100.0% S49.  8. 9
2.2.8 高洲幼児公園 0.05 0.05 100.0% S50.11.11
2.2.9 西ノ内児童公園 0.07 0.07 100.0% S58.  3. 2
2.2.10 千怒児童公園 0.32 0.32 100.0% S58.  3. 2
2.2.11 広浦児童公園 0.21 0.21 100.0% H 4.  7.13

4.50 4.50 100.0%
3.3.1 大友公園 1.10 1.10 100.0% S32.11.19
3.3.2 宗麟公園 0.90 0.90 100.0% H 5.  3.19
3.3.3 つくみん公園 2.50 2.50 100.0% H15.  3.11

6.70 5.70 85.1%
4.4.1 宮山公園 6.70 5.70 85.1% S51.10. 8

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -

- - - - - -
13.14 12.14 92.4%

- - -緑地　計

　　　街区公園

　　　近隣公園

　　　地区公園

　　　総合公園

　　　運動公園

　　　特殊公園

　　　広域公園

公園　計

資料：大分県の都市計画（資料編）

③ 下水道
本市の公共下水道は、都市計画区域内の 318.1ha が排水区域に計画決定されており、このうち

291.9ha で整備が完了しています。( 整備率約 91.8％ )

④ 上水道
上水道事業における給水区域内現在人口に対する現在給水人口で表される普及率は約 98％となっ

ています。上水道事業の水源は、市の中心部にあり、青江川水系、津久見川水系の地下水を主に取水
しています。
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イルカ島の様子 港まつりの花火

① 観光
本市の観光入込客延人数は平成 22 年まで伸び悩んでいたものの、平成 23 年のつくみイルカ島開

業以来増加傾向にあり、平成 30 年には約 40 万人まで達しています。イルカ島へは、県内の他に、
福岡県や宮崎県など、東九州自動車道沿道からの来訪者が多くなっています。

また近年は、つくみん公園、四浦半島河津桜観光、保戸島への日帰り・団体旅行等の来訪者も増加
傾向にあります。

（９）その他、保全・活用すべき資源等

津久見市の観光入込数の推移 ( 平成 13 年～令和 2 年 )

資料：津久見市資料

H.13 H.14 H.15 H.16 H.17 H.18 H.19 H.20 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 H.26 H.27 H.28 H.29 H.30 R.1

日帰り観光客数（延べ人数） 宿泊数（延べ宿泊数）

H.13 H.14 H.15 H.16 H.17 H.18 H.19 H.20 H.21 H.22 H.23 H.24 H.25 H.26 H.27 H.28 H.29 H.30 R.1 R.2

日帰り観光客数（延べ人数） 宿泊数（延べ宿泊数）
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② 文化財等
本市には、国天然記念物に指定されている「尾崎小ミカン先祖木」、県天然記念物に指定されてい

る「姥目のウバメガシ」をはじめ、市指定の天然記念物、文化財、史跡が各地に分布しています。
指定文化財の状況 令和 3 年 3 月 31 日現在

尾崎小ミカン先祖木 姥目公園ウバメガシ

津久見扇子踊り 大友宗麟公墓

指定主体 種類 名　　称 指定年月日

国指定 天然記念物 尾崎小ミカン先祖木 昭和12年6月15日
天然記念物 姥目のウバメガシ 昭和35年3月22日

堅浦霜月祭りの芸能 平成10年3月20日
津久見扇子踊り 平成24年9月18日
アコウ 昭和51年10月8日
姥目公園ウバメガシ 〃
千怒新地ウバメガシ 〃
彦ノ内谷川天満社タブノキ 平成10年1月12日
田尾拝高神社タブノキ 〃
中田鍛冶屋天満社イヌマキ 平成31年3月5日
武速神社イロハモミジ 令和3年3月5日
鬼丸板碑 平成3年3月31日
道尾石幢 〃
川内石幢 〃
世尊寺五重塔 〃
村上神社宝篋印塔 〃
高野家文書 平成5年1月11日
臼杵藩領津久見絵図 〃
解脱闇寺文書 〃
軸丸文書 〃
江ノ浦区有文書 〃
長頸壷 〃
赤八幡社楼門 平成28年4月6日
道尾磨崖五輪塔 平成30年4月2日
長幸無縫塔 〃
戸髙家文書 〃
海徳寺の魚鱗塔 平成31年3月5日
深良津の蛭子像 〃
西郷文書 〃
二村薫調査記録 〃
ジョウヤラ踊り 平成3年3月31日
堅浦正調扇子踊り 平成30年4月2日
高浜のとんど 〃
保戸島加茂神社神幸祭 〃

史跡 大友宗麟公墓 平成5年1月11日

市指定

天然記念物

有形文化財

無形民俗文化財

県指定
無形民俗文化財
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都市の特性・問題点と課題のまとめ22
これまで捉えてきた都市の現況から、本市における都市づくりに関する特性や
問題点をまとめたものを示します。

① 人口減少と地域産業の活性化

第 5次津久見市総合計画や津久見市総合戦略に基づき、少子高齢化、人口減少社会に対応する
取組を進めてきましたが、いずれにも歯止めをかけることは叶わず、転出超過の状況は依然とし
て続いている状況です。特に若い世代の転出超過の状況は男女共に顕著であることから、安価な
住宅環境の提供や、生活利便性の向上などによって、「本市に住みたい、住み続けたい」と思われ
る魅力あるまちづくりが求められています。また、人口減少に比例し、地域産業における従業者
数や生産額も横ばい若しくは減少傾向にあり、地域産業の活性化と雇用創出に強力に取り組んで
いく必要があります。

本市は、東九州の大動脈である東九州自動車道、一般国道 217 号平岩松崎バイパスの全線開通、
海運も含めた恵まれた交通立地条件により、将来的にも東九州地域の経済圏の拠点となる可能性
も秘めています。平坦部が少なく、宅地も少ないという地理的制約もありますが、市有地・民有
地を問わず土地利用を積極的に進め、企業誘致・立地、観光産業の育成、安価な住宅地造成等に
つなげ、都市まちづくりの基盤を構築することで、人口減少に歯止めをかけていかなければなり
ません。
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② 新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備による市中心部 ( 中心市街地 ) の位置づけ

築 63 年を経過し老朽化が著しい現市庁舎の建て替えは大きな行政課題となっており、現在、
令和 2年 1月に策定した「津久見市新庁舎建設基本計画」に基づき、「新庁舎建設設計等業務」を
実施しています。この新庁舎建設は、津久見港埋立地の市有地において、街なか観光拠点との一
体的な整備を目指し、さらには周辺環境の整備を進めることで、公共施設を含めた都市機能や交
流機能の集積を図ることとしています。

また、現在実施している「都市再生整備計画事業」において、JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以
内を「滞在快適性等向上区域」( まちなかウォーカブル区域 ) と定めていますが、新庁舎と街なか
観光拠点の一体的整備を機に、このエリアを市中心部 (中心市街地 ) と位置づけ、このエリアを中
心 ( 核 ) とした、これまでにはない新しい都市を創造するといった理念のもと魅力的な都市まちづ
くりを進めていく必要があります。



21

第 1 章　現況・課題の整理

③ 道路網整備と公共交通ネットワークの形成

道路網については、東九州自動車道、国道 217 号、県道佐伯津久見線等の広域・都市連携路線
について、国や大分県に対し更なる機能強化・維持に向けた働きかけを強化していくことと、市
中心部と周辺地域を結ぶ幹線道路を整備し、市内のどの地域に居住しても移動利便性が高く、快
適な生活環境を維持できるよう努めていくことが重要です。

そして、人口減少や高齢化などにより、利用者の減少に歯止めがかからない状況となっている
路線バスや鉄道、離島航路など市内を運行（航）する公共交通機関の利用促進については、新庁
舎や街なか観光拠点の一体的整備を機に、新たな交通結節点整備を検討するなど、市民全体の課
題として取組を進めていく必要があります。
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第 1 章　現況・課題の整理

④ 災害に強いまちづくり

本市は、地形的に平地が少ないため、限られた土地に人口が密集しており、それらのエリアは、
津波、河川氾濫、土砂災害等のリスクがあります。また、地形・地質条件等からがけ崩れ、地すべり、
土石流等が発生しやすいとも言われています。

近年では、全国各地で甚大な被害を伴う災害が毎年のように発生しており、本市でも平成 29
年台風第 18 号の豪雨により、市内全域で浸水や冠水等の甚大な被害が発生しました。
大雨や台風による洪水被害だけでなく、今後発生されると予想されている南海トラフ巨大地震

にも備え、津久見港埋立地に津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた新庁舎を整
備することとしています。大規模災害が発生しても被害を最小限に抑えられるよう、事前防災と
減災の考え方を念頭に置き、「津久見市国土強靭化地域計画」、「津久見市地域防災計画」等の関連
する計画との整合性を図り、災害に強いまちづくりを推進していく必要があります。
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第 1 章　現況・課題の整理

⑤ 自然・産業景観の活用

本市においては、海辺を「日豊海岸国定公園」、丘陵地を「豊後水道県立自然公園」に指定さ
れた豊かな自然の中に、農業や漁業そして鉱工業から生まれた独自の産業景観を有しています。
マグロ漁業基地として栄えた「保戸島」の漁港・集落景観や市街地には、石灰の岩肌がむきだし
になった採掘場跡や鉱山の眺望、産業用パイプライン、大型運搬船の停泊する港など迫力ある鉱
業景観が形成されています。
また、平成 29 年台風第 18 号災害からの復興・復旧の取組の一つとして推進している「津久見

川景観まちづくり計画」、本市のシンボルとなる新庁舎・街なか観光拠点施設のデザインなど、「津
久見らしい」景観形成を目指していく必要があります。今後は、本市の持つ景観の魅力への理解
や保全など景観意識を市全体で醸成しつつ、「津久見らしい」景観について市民のなかで共通認識
を高める活動を推進していくことが必要です。
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第 1 章　現況・課題の整理

⑥ 住民主体のまちづくり

本市では、つくみん公園のコンテナ 293 号や中心商店街内の Cafe1/2 の整備を実施した「津久
見観光周遊性創出事業」や市中心部のまちづくりについて、数多くのワークショップ等を行ってき
ました。また、地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの地域活動も活発に行わ
れています。

さらに、小学校区や伝統芸能、桜観光等を通じた地域コミュニティも発達しており、住民主体
のまちづくりの機運は醸成されていると言えます。

今後は、このような取組を継続するとともに、中学生や高校生などの若い世代の参画、大学等
との連携、ボランティア団体の育成等に努め、行政と住民との協働参画による住民主体のまちづく
りをこれまで以上に推進していく必要があります。
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都市の将来像と都市づくりの基本目標

「第 5 次津久見市総合計画後期基本計画」（令和 3 年 3 月改訂。以下「総合計画」）では、昭和 61
年に制定された「津久見市民憲章」の本市の基本理念「生涯を託せるまちづくり」を継承し、これか
らの新たな時代に向けた目指す将来像を『 誇りと自信に満ちたまち「津久見」～笑顔と活力あふれ
る定住拠点～ 』と掲げ、ふるさとへの愛着を育み、郷土を想い、自らがまちをつくる「シビックプ
ライド」の醸成に努めていくこととしています。

また、津久見市人口ビジョンに掲げる、本市が目指す将来人口 ( 令和 22(2040) 年 1 万人 ) 維持に
向けて「まち・ひと・しごと創生第 2 期津久見市総合戦略」( 令和 3 年 2 月策定 ) に掲げる、人口減
少に歯止めをかけるための具体的施策を推進していくこととしています。さらに、喫緊の課題である
大規模自然災害等に対する事前防災及び減災の取組を推進するため「津久見市国土強靭化地域計画」
( 令和 3 年 3 月策定 ) により、国土強靭化を総合的かつ計画的に推進する指針を定めています。

現在新庁舎建設について、「津久見市新庁舎建設基本構想」（平成 29 年 8 月策定）及び「津久見市
新庁舎建設基本計画」（令和 3 年 1 月策定）に基づき、「津久見市新庁舎建設実施設計等業務」を進め
ており、津久見港埋立地において、津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた新庁舎を
整備し、令和 7 年度中の供用開始を目指しています。また、一体的整備を目指す、街なか観光拠点に
ついては、「街なか拠点整備等基本構想」（令和 2 年 3 月策定）を踏まえ、令和 4 年３月に『広域周
遊観光客の交流拠点「街なか観光拠点」整備に向けた基本計画』を策定したところであり、今後、施
設整備に向けた各種取組を進めていきます。

そのような状況の中、今回改訂する津久見市都市計画マスタープランは、JR 津久見駅から概ね半
径 1㎞以内の市中心部 ( 中心市街地 ) を、新たに本市の都市づくりの拠点となるエリアと位置づけ、
津久見港埋立地における、新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備を機に、これまでにはない新しい都
市を創造するといった理念のもと、市民の一人ひとりが津久見らしさに誇りと自信を持ち、安心・安
全にゆとりある暮らしを続けることができる都市づくりを都市の将来像として掲げます。

総合計画で示された将来像を基本とし、さらに、大分県が策定している「津久見都市計画区域マス
タープラン」や本市の関連計画等との整合性を図り、ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発目標 11 持続可能な
都市※包摂的で安全かつ強靱 ( レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する。) との連
携に注視し、第 1 章の「津久見市の特性と課題」を踏まえ、全体構想として、都市づくりの理念・将
来像、基本的な考え方、基本目標、土地利用の方針、都市整備方針等を示し、地域別構想として、都
市計画区域内を 4 つの地域 ( 津久見・下青江、千怒、上青江、堅徳 ) に区分し、それぞれについての
まちづくりの方向性を整理する中で、実現化に向けた方策を示していきます。

（１）都市の将来像と都市づくりの理念

11
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令和 3 年 3 月に一般国道 217 号平岩松崎バイパス ( 第Ⅰ期工区 )( ※都市計画道路平岩松崎線 ) 及び
市道道篭合ノ元線 ( ※都市計画道路志手徳浦線 ) が供用開始となり、近い将来全線開通となれば、東
九州自動車道津久見 IC から重要港湾である津久見港や市中心部へのアクセスは格段に向上し、日豊
経済圏域 ( 大分県南から宮崎県北をエリアとする東九州地域 ) をはじめとした九州各地からの物流、
広域周遊観光等に期待がかかるととともに、対岸の四国愛媛県との交流促進により、東九州地域の経
済圏の拠点となる可能性も秘めており、海運も含めた恵まれた交通立地条件により、更なる産業振興、
観光交流等により将来的にも安定した都市づくりの基盤は構築されると思われます。

また本市は豊後水道に面したリアス海岸や特色ある離島景観、海面に迫るミカンの段々畑、本市の
基幹産業であり全国トップクラスの生産量を誇る石灰石・セメント産業を象徴する「港湾・工場・鉱
山」の景観、四浦半島河津桜、青江ダム山桜を中心とした桜の景観等、豊かな自然や津久見ならでは
の魅力ある景観がまちの身近にあります。さらに、海の幸、山の幸にも恵まれ、津久見ならではの食
も魅力です。このような魅力ある地域資源に囲まれていることから、都市部にはできない「津久見な
らではの食と景観を生かした “ゆとりある生活 ”」の視点を重視したまちづくりも必要です。

一方で人口減少に歯止めをかけることは大変困難で、年齢 3 区分別人口の推移を見ると、老年人
口は増加傾向で、生産年齢人口及び年少人口は減少しており、少子高齢化に歯止めがかかっていない
ことがうかがえます。さらに、全産業における就業者数も減少しており全体的に活力の低下につながっ
ています。本市が目指す将来人口を維持するためには、特に、若い世代の転出抑制・定住促進が必要
不可欠であることから、若い世代から「本市に住みたい、住み続けたい」と思われる都市づくりが望
まれています。

そのためには、これまでにはない新しい都市を創造するといった理念のもと都市づくりを推進して
いく必要があります。まずは、市中心部 ( 中心市街地 ) を、新たに本市の都市づくりの拠点となるエ
リアと位置づけ、都市機能の誘導と街なか居住を促進し、周辺地域とのネットワークを構築するとと
もに、都市基盤の整備を進めていきます。さらに、遊休地（市有地・民有地）・施設等を活用した企
業誘致・立地による雇用の場の創出、空き地・空き家 ( 店舗 ) の利活用による新規創業の促進、安心・
安全に住み続けられる災害対策、自然景観・産業景観の活用、伝統芸能・文化、地域コミュニティ等
周辺地域の特性を生かした住民主体のまちづくり等の施策を推進します。

>> 都市づくりの将来像

誇りと自信に満ちたまち「津久見」
～笑顔と活力あふれる定住拠点～ 

　～市中心部を拠点とした新しい都市の創造と魅力ある地域資源に囲まれた
環境を生かし、市民一人ひとりの安心・安全とゆとりある暮らしを魅せる～

（２）都市づくりの基本的な考え方
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都市づくりの理念、将来像、基本的考え方に沿った、都市づくりの基本目標として以下の 7 項目
を掲げます。

（３）都市づくりの基本目標

② 交通ネットワークと都市基盤整備
～特色ある周辺地域と市中心部を結ぶネットワークと都市基盤整備～

特色ある周辺地域と市中心部を結ぶ幹線道路の整備を推進し、市内のどの地域に居住しても移動
利便性が高く快適な生活環境が維持できるよう努めていきます。

公共交通については、人口減少の影響で利用者が減少傾向にある中で、将来の人口動態、高齢化
等を見据えた公共交通ネットワークのあり方を検討するとともに、津久見港埋立地での新庁舎・街
なか観光拠点の一体的整備を機に、利用者増に向けた取組も検討していきます。

公園・緑地、公営住宅、下水道等の都市インフラについては、適正な維持・管理に努めるとともに、
人口動態や費用対効果等を鑑み、状況に合わせ計画等の見直しを検討していきます。

③ 都市防災
～事前防災、減災による安心・安全な生活～

本市は、地形的に平地が少ないため、限られた土地に人口が密集しており、それらのエリアは、
津波、河川氾濫、土砂災害等のリスクがあります。災害が発生した際のことを想定し、被害の最小
化につながる都市づくりを推進することは大変重要であり、災害弱者対策、建造物の耐震性・耐火
性の強化、避難ルートの整備、狭隘な道路の拡幅、防災拠点の設置等を推進していきます。

④ 遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用
　～遊休地・施設等を活用した企業誘致・立地による雇用の場の創出～

基幹産業である石灰石・セメント産業及び関連する製造業等は、本市の経済、雇用を支えてきま
した。しかし、人口減少に伴い全産業における就業者数も減少しており、全体的に活力の低下につ
ながっています。定住を促進していくためには、雇用の場の創出が大変重要であり、遊休地・施設
等の活用による企業誘致・立地等を促進していきます。

① 都市づくりの拠点としての市中心部の整備
～津久見市グランドデザイン構想による市中心部のまちづくり～

JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以内を新たに市中心部 ( 中心市街地 ) と位置づけ、津久見港埋立地
にて一体的整備を検討している津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた新庁舎・街
なか観光拠点を核とし、本市の都市まちづくりの拠点として都市機能と居住を誘導するための整備
を進めていくため、津久見市グランドデザイン構想 ( 別冊 ) として方向性を示し整備を進めていき
ます。
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基本目標 市民生活の将来イメージ

① 都市づくりの拠点としての

市中心部の整備

市民と広域観光客が共に賑わい、都市機能の集積により利便性が高く、居心地が

良く歩きたくなる街なかでの便利な生活

② 交通ネットワークと 

　 都市基盤整備

買い物・通院等住民ニーズに合った公共交通ネットワークと生活道路、公園、下

水道等の都市基盤整備により、移動利便性が高く快適な生活

③ 都市防災
津波、河川氾濫、土砂災害等の自然災害を未然に防ぎ、災害に強く安心・安全な

生活

④ 遊休地・施設等の利活用
遊休地・施設等を活用した企業誘致・立地、住環境整備により、新築の夢をかな

え働く場も近いゆとりある生活

⑤ 空き地・空き家 (店舗 ) の

   利活用

空き地・空き家 (店舗 ) の利活用による、チャレンジショップ等の新規創業による

若者ニーズに合った生活

⑥ 自然・産業景観の活用
近隣市にない津久見ならではの食と豊かな自然景観、産業景観を満喫し、都市部

にないゆとりを感じながらの充実した生活（自然・文化・歴史・食・産業等）

⑦ 住民主体のまちづくり 住民主体で融和なコミュニティの形成による地域に根差した生活

〇 都市づくりの基本目標と市民生活の将来イメージ

⑥ 自然・産業景観の活用
～津久見ならではの豊かな自然景観、産業景観の活用～

後世に引き継ぐ財産として市民が誇りとする豊かな自然景観・産業景観等、津久見ならではの特
色ある地域資源の価値を再認識し、積極的な活用・ＰＲに努めていきます。

⑦ 住民主体のまちづくり
～住民主体で融和な地域コミュニティの形成～

行政と市民がパートナーとして対話しながら協働でまちづくりを進める体制を構築するととも
に、住民主体の自主的・自発的なまちづくり活動の活発化、各地域での融和な地域コミュニティの
形成等による住民主体のまちづくりを推進していきます。

⑤ 空き地・空き家（店舗）の利活用
　～空き地・空き家（店舗）等を活用した定住促進、チャレンジショップ等の新規創業～

空き地・空き家は増加傾向にあります。その中でも居住可能な空き家の活用については、空き家
情報バンク制度への登録を促進し、住宅改修や家財処分等への支援を充実させ、新築、家賃等の支
援と合わせ定住促進につなげていきます。また、空き店舗活用によるチャレンジショップ等の新規
創業への支援を強化していきます。

一方で危険な空家等については、「空家等対策の推進に関する特別措置法」等に基づく取組を強
化し早期の除却を推進することで、市民生活の安心・安全を確保します。また、空き地バンク制度
を新設する中で、空き地の利活用に向けた取組を強化していきます。
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（４）将来フレーム

本市の総合計画では、コーホート法（変化率法）による人口推計を行い、令和 22 年度の将来人口
については、人口減少に歯止めをかけていくことによって 10,000 人を確保することを掲げています。

　津久見市都市計画マスタープランでは総合計画の将来の目標人口と整合を図り計画目標人口を以下
のように設定します。

目標年次：西暦 2040 年（令和 22 年）
計画目標人口：10,000 人

●定住・ふれあいエリア ( 主に津久見・下青江、千怒、上青江、堅徳地域 )
本市の市街地のなかで、主に住宅地が形成されている地域、商工業と住宅が混在する地域をこの

エリアに位置づけ、市民の健康で文化的な暮らしの実現を目標とします。本エリアでは、定住人口
の増加に向けて、地域の特性に配慮し良好な住環境の形成、安全安心な道路整備を図るとともに、
若い世代が子育てしやすい環境づくりに取り組みます。

また、エリア内に集積する文化・教育施設、スポーツ施設の充実を図り、歴史や伝統、芸術文化、
スポーツなどの市民活動が活発に展開されるまちづくりを目指します。

総合計画が示す「エリア別土地利用の方針」と整合を図り、津久見市都市計画マスタープランにお
ける土地利用の基本区分と方針を以下に定めます。また、地域別構想として、都市計画区域内を 4 つ
の地域 ( 津久見・下青江、千怒、上青江、堅徳 ) に区分し、それぞれについて、各地域の特色を生か
したまちづくりの方向性を示していきます。

●にぎわい・活力エリア ( 市中心部  ※津久見・下青江地域の一部 )
「つくみん公園」周辺の埋立地を含めた本市の中心市街地をこのエリアに位置づけ、にぎわいと

活力ある市の顔として、商業施設、公共施設 ( 新庁舎等 ) の集約化を図り市内外の人々のにぎわい
交流拠点を目指します。

本エリアでは、食観光の推進や市民交流の場づくりなど新たな要素を取り入れて商店街の活性化
を推進するとともに、遊休地・施設等を有効活用し都市的機能の集積・強化を図り、市民生活の上
で利便性が高く多機能なまちづくりを目指します。

将来の都市構造
（１）土地利用の基本区分
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津久見湾

佐伯市

臼杵市

津久見  I  C

凡 例

定住・ふれあいエリア

にぎわい・活力エリア

自然・観光交流エリア

鉱工業エリア

里山エリア

JR日豊本線

高速道路

主要道路

日代駅JR

津久見駅JR

5 ㎞2 ㎞0

●鉱工業エリア ( 石灰石鉱山、セメント産業等が集積する地域 )
本市の基幹産業である石灰石採掘、セメント製造を中心とする鉱工業が集積する一帯をこのエリ

アに位置づけます。緑地等の確保により周辺地域との調和に努め健全な操業環境の維持を図り、環
境にやさしい鉱工業エリアを目指します。

●里山エリア ( 市内全域に分布する森林地域 )
緑豊かな山地が連なる森林地域、そして本市を代表する特産品の柑橘類の農地を含む一帯をこの

エリアとして位置づけます。農林業の生産基盤の整備を図るとともに、自然環境の適正な保全に配
慮しながら森林浴などの自然体験型レクリエーション機能を付加し、魅力的な里山エリアの形成を
目指します。

●自然・観光交流エリア ( 長目、日代・四浦、離島地域 )
リアス海岸の伸びる半島部や島しょ部の豊かな自然環境と人々の暮らしが共存する地域をこのエ

リアに位置づけます。貴重な海洋資源の宝庫である海岸線や後背地に広がる緑の山々の保全・整備
に努め、観光周遊ルートや観光施設等の周辺整備を図り、豊かな自然を活用した観光交流エリアの
形成を目指します。

半島部に点在する集落においては生活道路の改良を促進し交通手段の維持・確保を、保戸島、無
垢島については生活環境の整備、海上交通の利便性向上を図り、人々とのふれあいと支え合いによ
る安心のまちづくりを推進します。

総合計画のエリア別土地利用の方針イメージ図

32

第 2 章　全体構想



（２）交通ネットワーク連携軸

① 広域連携軸　
東九州の大動脈としての機能を有する東九州自動車道を活用し、日豊経済圏域 ( 大分県南から宮

崎県北をエリアとする東九州地域 ) をはじめとした九州各地からの物流、広域周遊観光、対岸の四
国愛媛県との交流促進等により、県境を越えた広域間の連携強化を図っていきます。

② 都市連携軸　
隣接する臼杵市、佐伯市に連絡する国道 217 号、県道佐伯津久見線及び JR 日豊本線を利用した

都市間の移動利便性を図っていきます。特に、一般国道 217 号平岩松崎バイパスの早期全線開通が
重要となります。また、JR 日豊本線については、JR 臼杵駅止まりの便の延伸、JR 津久見駅構内や
駅周辺のバリアフリー化が望まれています。

③ 地域内連携軸　

都市まちづくりの拠点である市中心部 ( 津久見・下青江地域の一部 ) と、千怒・日代・四浦地域、
上青江地域、堅徳・長目地域、離島地域を結ぶ交通ネットワークを強化していきます。
特に、地域間を結ぶ幹線道路整備、利用者ニーズにあった地域公共交通体系、国道 217 号と県道佐
伯津久見線のアクセスと市中心部の回遊性の向上を図っていきます。

交通ネットワーク連携軸イメージ図

津久見湾

佐伯市

臼杵市

津久見  I  C

凡 例

広域連携軸定住・ふれあいエリア

にぎわい・活力エリア

自然・観光交流エリア

鉱工業エリア

里山エリア

都市連携軸

地域内連携軸

JR日豊本線

高速道路

主要道路

福岡県方面
大分市

方面
宮崎県

日代駅JR

津久見駅JR

5 ㎞2 ㎞0
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１）新庁舎・街なか観光拠点を核とした「みなとオアシス津久見」の拡大・再整備
平成 20 年 7 月に国土交通省九州整備局から「みなとオアシス津久見」に認定された、つくみん公

園からうみえーるに至るエリアは、つくみん公園を中心に、多くの市民・観光客で賑わい、津久見な
らではの港湾・工場の景観も大きな魅力となっています。

この「みなとオアシス津久見」エリアを、国道 217 号以北の津久見港埋立地全域へ拡大し、その
拠点施設として、津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた新庁舎と街なか観光拠点の
一体的整備を目指していきます。さらに、市民・観光客の動線、災害時の対応を踏まえ、エリア内の
移動利便性向上のための車両・歩行者の動線整備、新庁舎・街なか観光拠点の周辺環境整備、つくみ
ん公園の魅力アップ ( 大型遊具・視点場の設置等 )、耐震岸壁や遊休地・施設等の有効活用等を検討し、
市中心部の拠点となるエリアと位置づけます。

基本方針

JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以内の市中心部 ( 中心市街地 ) を、新たに本市の都市づくりの拠点と
なる、にぎわい・活力エリアと位置づけ、津久見港埋立地における、新庁舎と街なか観光拠点の一体
的整備を機に、街なかへの都市機能、居住の誘導を図り持続可能な都市づくりを目指します。

また、本エリアを「滞在快適性等向上区域」( まちなかウォーカブル区域 ) と位置づけ、街なかの人々
が憩い、歩いて楽しめる空間整備を進めることで居住を誘導していきます。なお、市中心部の整備の
詳細については、別冊の「津久見市グランドデザイン構想」にて整理しています。

２）JR 津久見駅周辺・市中心部商店街の整備と移動利便性の向上
JR 津久見駅周辺及び市中心部商店街の整備を検討し、「みなとオアシス津久見」の拡大・再整備と

連動した商業振興、賑わい創出を目指してきます。そのため、JR 津久見駅や駅周辺のバリアフリー化、
駅前通りの魅力アップ、金融ゾーン整備等による周遊性の向上、空き地・空き家 ( 店舗 ) を活用した
居住環境整備や新規創業の促進を図っていきます。さらに、利用頻度が減少傾向にある駅前駐車場の
効果的活用に向けた検討も必要と思われます。

また、安心・安全な通学路としての整備を進めている市道岩屋線に加え、国道 217 号と県道佐伯
津久見線のアクセスと市中心部の移動利便性向上を目的に、費用対効果を踏まえた上で（都）角崎中
田線の整備を検討していきます。

３）遊休施設の有効活用
令和 6 年 4 月開校予定の新設中学校への発展的統合を目指している、現津久見市立第二中学校に

おいては、市公民館機能の移設や生涯スポーツでの利用促進、防災機能の設置など、幅広い視点で校
地の有効活用を検討していきます。さらに、老朽化が著しい現市庁舎や市公民館については、住民ニー
ズ等を的確に把握する中で事業所や住宅等としての活用可能性を検討していきます。

都市整備方針
（１）都市づくりの拠点としての市中心部の整備
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４）居心地が良く歩きたくなる街なかづくりと防災対策による居住誘導
世界の多くの都市で、街なかを車中心からひと中心の空間へと転換し、人々が集い、憩い、多様な

活動を繰り広げられる場へと改変する取組が進められています。
本市においてもこのエリアを、「滞在快適性等向上区域」( まちなかウォーカブル区域 ) と位置づけ、

街なかの人々が憩い、歩いて楽しめる空間整備を進めることで、地域消費の拡大や観光客の増加、健
康寿命の増進を目指します。

また本エリアの殆どが、津波浸水エリアであることから、津波避難ビル機能や防災拠点としての機
能を兼ね備えた新庁舎に加え、大友公園に隣接した用地に展望台広場を整備し、そこに至る避難ルー
トを新設します。さらに、住宅や事務所の新築の際の嵩上げ支援等を推進するなど、大規模自然災害
への事前防災、減災の取組を進めます。

基本方針

公共交通については、鉄道、民間路線バス、タクシー、離島航路、コミュニティ交通（乗合タクシー）
があり、いずれも市民の日常生活の足として重要な役割を担っています。人口減少の影響で利用者が
減少傾向にある中で、将来の人口動態、高齢化等を見据えた公共交通ネットワークのあり方を検討す
るとともに、新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備を機に、このエリアを活用した新たな公共交通機
関の結節点としての整備を検討し、JR 津久見駅との連携強化を図ることで、広域周遊観光客や市民
による利用促進、利便性向上を目指します。

本市の道路網は、東九州の大動脈である東九州自動車道による広域連携軸、国道 217 号、県道佐
伯津久見線等による近隣市との都市連携軸が機能しており、これらが都市の骨格を形成しています。
今後とも、国、大分県等関係機関へ更なる機能強化・維持に向けた働きかけを強化していきます。ま
た、特色ある周辺地域と市中心部を結ぶ幹線道路を整備し、市内のどの地域に居住しても移動利便性
が高く快適な生活環境が維持できるように努めることで地域内連携軸を強化していきます。

一方で、当初の都市計画決定から 20 年以上が経過し整備が完了していない都市計画道路もあり、
将来の人口動態、交通量等を鑑み、市民生活への影響、費用対効果等を踏まえ、整備方針の見直しを
検討する必要もあります。

公営住宅、下水道等の都市インフラについては、長寿命化を基本とし適正な維持管理に努めていき
ます。その中で、公営住宅については、若者ニーズを鑑み民間賃貸住宅の建設を促進していくととも
に、下水道計画区域外については合併処理浄化槽の普及促進に努めていきます。

公園・緑地については、市民生活に効果が高いものから計画的な整備を推進していくとともに、維
持管理について、利用者や地区の協力を仰いでいきます。

１）公共交通ネットワークの整備

① バス、タクシー　
将来の人口動態、高齢化等による利用者ニーズを的確に捉え、現在の民間路線バス、タクシー、コ

ミュニティ交通（乗合タクシー）の他、あらゆる輸送手段を検討する中で、持続可能な公共交通ネッ
トワークを構築するとともに幹線道路の整備を進め、市内のどの地域に居住しても移動利便性が高く

（２）交通ネットワークと都市基盤整備
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快適な生活環境が維持できるように努めていく必要があります。高齢化により、自家用車での移動が
困難となる住民も増加すると想定される中での通院や買い物等の移動手段については、住民ニーズを
的確に捉え、民間事業とコミュニティ交通等を効率よく融合させた地域公共交通体系の構築を検討し
ていきます。

また、公共交通の玄関口となっている JR 津久見駅に加え、津久見港埋立地での新庁舎・街なか観
光拠点の一体的整備を機に、広域周遊観光客の受け入れを視野に入れた新たな交通結節点としての整
備や公共交通と観光事業が連携したワンストップサービスである観光 MaaS 事業等の導入を検討する
中で、バス、タクシー等の利用促進につなげていきます。

② 鉄道　

JR 津久見駅や駅周辺のバリアフリー化を推進し、利便性の向上を図るとともに、JR 日豊本線の増便、
JR 臼杵駅止まりの下り便の延伸について、関係機関への働きかけを行います。また、休校中の津久
見市立日代小中学校について、網代島も含めた効果的な活用を検討する中で、JR 日代駅の利用促進
につなげていきます。

③ 船舶　
離島航路は、離島の人口、利用者ニーズ等を鑑み航路の維持に努めていきます。そして住民からの

要望の強い、県道四浦日代線から保戸島への架橋についての協議を進める一方で、将来的な保戸島航
路のあり方も検討していく必要があります。

定期航路バス 離島航路（カメリア・スター）
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２）都市基盤の整備方針
① 道路　
○ 自動車専用道路

東九州の大動脈である東九州自動車道は、平成 27 年 3 月に佐伯 IC ～延岡南 IC 間が開通し、宮崎
県からの観光入込客等が増加しています。さらに平成 31 年 3 月には、災害時の物資輸送等を鑑み、
大分宮河内 IC ～津久見 IC 間が 4 車線化等事業区間として選定されました。今後とも、4 車線化の早
期実現に向けての働きかけを行っていく必要があります。

東九州自動車道を活用し、日豊経済圏域をはじめとした九州各地からの物流、広域周遊観光を促進
していくとともに、対岸の四国愛媛県との交流促進により、基幹産業である石灰石・セメント産業や
観光交流を軸とした、東九州地域の経済圏の中核を担う都市としての発展を目指していきます。

○ 主要幹線道路 ( 都市連携軸 )
a 国道 217 号（（都）平岩松崎線・（都）松崎高洲線・（都）角崎新地線）　

一般国道 217 号平岩松崎バイパス ( 第Ⅰ期工
区 ) 及び市道道篭合ノ元線が供用開始となり、特
に堅徳・長目地域から市中心部へのアクセスは
格段に向上しました。

今後も引き続き、一般国道 217 号平岩松崎バ
イパスの早期開通を大分県等の関係機関に働き
かけ、津久見 IC から街なかまでのアクセス向上
を図るとともに、接続する市道道篭合ノ元線の
活用により、廃棄物処理等にも拍車がかかると
期待しています。

（都）角崎新地線

本市と佐伯市を結び、国道 217 号とともに都
市連携軸として機能する県道佐伯津久見線を主
要幹線道路と位置づけ、道路機能の維持・強化
を関係機関に働きかけます。

（都）井無田成守線

b 県道佐伯津久見線（（都）大友彦の内線・（都）井無田成守線）

※（都）：都市計画道路
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c （都）長野堅浦線

堅徳・長目地域と市中心部をつなぐ重要な都
市計画道路として、令和 3 年 3 月に全線開通し
ました。今後とも、産業振興、通勤・通学等に
資する重要な路線として道路機能の維持管理に
努めます。

津久見 IC 及び国道 217 号と堅徳地域を結ぶ都
市幹線道路として、早期整備が望まれています。
また、大分県が策定している「津久見都市計画
区域マスタープラン」においても、( 都 ) 平岩松
崎線と並び優先的に整備する路線と位置づけら
れていることから、今後とも、大分県等の関係
機関へ働きかけ、計画的な整備を進めていきま
す。

（都）志手徳浦線

（都）長野堅浦線

b （都）志手徳浦線

JR 津久見駅と津久見港埋立地とをつなぐ路線
( 通称駅前通り ) は、本市の玄関口となり、市道
岩屋線に接続する重要な道路として位置づけら
れています。通り全体の魅力アップを図り、若
者のチャレンジショップ等による新規創業促進
や人々が歩きたくなる通りを目指していきます。
また、県道佐伯津久見線から国道 217 号へ至る
ルート上にあり交通量の増加が見込まれるため、
適切な安全対策を講じていきます。 （都）駅前線

○ 都市幹線道路 ( 地域内連携軸 )
a  （都）駅前線

本市と臼杵市野津地域を結ぶ県道津久見野津
線を主要幹線道路と位置づけ、道路機能の維持・
強化を関係機関に働きかけます。

（都）井無田川内線

c 県道津久見野津線（（都）井無田川内線）
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○ 未整備区間を含む都市計画道路の見直し検討

現在、未整備区間を含む都市計画道路は 8 路線あり、その中には、長期に渡り未着手の道路もあ
ります。将来的な人口動態、交通量、費用対効果等を鑑み、中期・長期的な視点で、計画の廃止・変
更等を検討していきます。

上記の都市幹線道路に位置づけた道路に接続
する県道等についても都市幹線道路と位置づけ、
道路拡幅・交差点改良など道路機能の強化を大
分県等の関係機関に働きかけていきます。また
住民からの要望の強い、県道四浦日代線から保
戸島への架橋については、引き続き協議を進め
ていきます。

本路線は幅員狭小で踏切が存在しており、円
滑な通行が困難であるため、安心・安全な通学
路としての整備を進めている市道岩屋線の事業
進捗を見据え、国道 217 号と県道佐伯津久見線
のアクセスと市中心部の移動利便性向上を目的
に、費用対効果を踏まえた上で整備を検討して
いきます。

保戸島から四浦半島間元地区を臨む

（都）角崎中田線

d （都）角崎中田線

e その他
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臼杵市

佐伯市

図面番号 路線番号 路線名称

① 1.3.1 青江津久見線

② 3.4.1 駅前線

③ 3.4.2 松崎高洲線

④ 3.5.3 角崎中田線

⑤ 3.6.5 井無田川内線

⑥ 3.6.6 井無田成守線

⑦ 3.4.7 角崎新地線

⑧ 3.5.8 大友彦の内線

⑨ 3.6.9 駅裏線

⑩ 3.6.10 高洲中の内線

⑪ 3.4.11 長野堅浦線

⑫ 3.7.12 姥目線

⑬ 3.6.16 西の内線

⑭ 3.5.17 成守大工線

⑮ 3.6.18 千怒彦の内線

⑯ 3.5.19 千怒線

⑰ 3.6.20 平岩松崎線

⑱ 3.6.21 志手徳浦線

交通体系整備方針図（都市計画区域）
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交通体系整備方針図（行政区域）
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② 公園・緑地　

公園・緑地は、市民の憩いの場となり、生活にうるおいを与えるとともに、災害時には避難場所と
なる等、多面的な機能を有する都市施設です。現在、都市公園法等に基づく都市公園 27、その他公
園 11 の計 38 の公園・緑地及び総合運動公園を管理しています。

その中でも、津久見港埋立地にある「つくみん公園」は、みなとオアシス津久見の核となる施設で、
県内外から多くの利用者が訪れています。また、災害時の避難場所に指定されている公園や高齢者の
軽スポーツ、園児や児童の遠足、イベント、歴史・文化等により利用率の高い公園もある一方で、少
子化等の影響で利用率の低い公園もあります。今後とも、選択と集中により市民生活に効果の高い公
園・緑地の整備を推進していくとともに、維持管理について利用者や地区の協力を仰いでいきます。

特に下記に掲げる公園については、利用率も高く重要な位置づけにあることから、適切な維持管理、
更なる魅力向上を図っていきます。

●つくみん公園
新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備に合わせ、つくみん公園の魅力アップ ( 大型遊具・視点場の

設置等 ) を検討するとともに、災害時の海上からの物資輸送、救急医療用ヘリコプターのヘリポート
としての活用も図ります。また、公募設置管理制度（Park-PFI）の活用により、民間事業者等の資金
やノウハウを生かした魅力ある公園づくりを目指します。

a  「 みなとオアシス津久見 」の核施設

●大友公園
本市のまちなみを一望できる大友公園は、春にはソメイヨシノが咲き、多くの花見客が訪れていま

す。丘の上にある公園という特性を生かし、災害時の避難場所としても活用できるよう、避難ルート
の新設など施設の整備と維持管理を図ります。

b  市中心部の災害避難場所

つくみん公園 大友公園
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●湧水めだか公園（千怒区画 3 号公園）
良好な住宅地の中にある湧水めだか公園は、地元小学生や住民等の意見・要望を取り入れて整備し

ました。今後とも、地域住民が集い、憩いの場となるよう適切な維持管理を図っていきます。

●角崎公園
角崎公園は、津久見商工会議所から要望を受け、金融ゾーンの一角として、津久見港埋立地のつく

みん公園と中心商店街をつなぐことや、市民の休息、イベント時の活用などを目的に、金融機関や商
業者等の意見を取り入れ改修しています。今後とも、市中心部の新たな憩いの場として有効に活用し
ていきます。

c  住民や関係者等の意見を取り入れ整備した公園

●四浦展望台
四浦展望台は、津久見湾、豊後水道、対岸の四国を眺望できる魅力あるスポットであり、毎年２月

の河津桜観光期には多くの観光客で賑わいます。今後とも、その魅力を広くＰＲし利用促進につなげ
るとともに、適正な維持管理に努めていきます。

●青江ダム公園
毎春の青江ダム一帯での、山桜、ソメイヨシノの景観は大変魅力的であり、イベントも開催される

など多くの市民や花見客で賑わいます。また、日常的にもウォーキングなどでの活用もあり、地域住
民の健康づくりにも寄与しています。今後とも、その魅力を広くＰＲし、利用促進につなげるととも
に、適正な維持管理に努めていきます。

d  魅力ある景観を有する公園

湧水めだか公園

青江ダム公園四浦展望台

角崎公園（工事中）
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●宗麟公園
本市は、キリシタン大名大友家 21 代義鎮 ( 宗麟 ) の終焉の地（余生を送ったところ）として広く

知られており、その象徴である宗麟公園は「歴史を伝える拠点」と位置づけ、内外に広く PR すると
ともに、適正な維持管理に努めていきます。

e 歴史を伝える拠点

●総合運動公園
本市は、スポーツが盛んで、多くの市民が総合運動公園を利用しています。雨天時にも利用できる

サニーホールや、様々なスポーツを楽しめる多目的グラウンドなどを有するこの公園を、本市のスポー
ツ活動拠点として位置づけ、スポーツ振興に寄与するための施設整備と適正な維持管理を図っていき
ます。

f  スポーツの活動拠点

宗麟公園 総合運動公園
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④ 下水道
令和 3 年 3 月時点で、下水道の普及率は約 54.9％、水洗化率は約 81.3％となっており、引き続き

水洗化率の向上を目指します。また、今後の下水道整備については、長寿命化を基本とし、下水道計
画区域外については合併処理浄化槽の普及促進を強力に推進していく必要があります。

※下水道普及率：行政区域内人口のうち、どれくらいの人が下水道を利用できる環境になっているのか示すもの。
※下水道水洗化率：下水道を利用できる人のうち、どれくらいの人が実際に下水道に接続しているかを示すもの。

⑤ 上水道・簡易水道
予備水源の確保、災害や渇水に強い水道施設の整備を推進します。給配水管の漏水対策、老朽化及

び耐震化に対応するため、配水管の布設替工事や水道施設の更新を計画的に進め、水道水の安定供給
と有収率の向上を目指します。

⑥ 河川
現在、津久見川・彦の内川河川激甚災害対策特別緊急事業を実施していますが、河川の拡幅に合わ

せ、景観的視点にも配慮した整備を進めています。また、青江川についても、市街地を縦断する主要
な河川であることから、治水機能に加え景観的視点にも配慮し、水辺環境や親水空間の整備など人と
身近な自然が共存できる場としての整備を検討していきます。

③ 公営住宅　

本市は令和 4 年 4 月現在、公営住宅（市営住宅）7 団地 241 戸を管理しています。公営住宅については、
「津久見市公営住宅等長寿命化計画」に基づいた整備を推進していきますが、令和 4 年度に計画の見

直しを行い、特に老朽化が著しい公営住宅については、用途廃止、解体撤去を検討していく必要があ
ります。一方で、若い世代の居住が多い津久見地区等に立地している公営住宅については、子育て世
帯等のニーズに合わせたリノベーション等を検討していきます。また、災害発生時等には柔軟に対応
できるよう適正な維持管理に努めていきます。

公営住宅は、老朽化が大きな課題となっています。今後は、若者のニーズに対応するため、民間賃
貸住宅整備への支援を検討するなど、民間活力の活用を図っていきます。

青江川の景観津久見川の景観（整備中）
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（３）都市防災

基本方針

近年、全国各地で毎年のように集中豪雨や台風などによる大規模な被害が発生しています。本市で
も平成 29 年に発生した台風第 18 号による豪雨は、津久見川等の氾濫を引き起こし、大規模な浸水
や土石流・がけ崩れなどにより、これまでに経験したことのない災害となり、多くの市民が被害を受
けました。今後も、温暖化現象がもたらすゲリラ豪雨・台風などの発生により、想定を大きく超える
災害が起こることが考えられるため、避難場所や避難経路の明示や市民の人命や財産を守るための対
策を検討していく必要があります。

また、近い将来発生が予測されている南海トラフ巨大地震など、地震に対する備えも必要です。津
久見港埋立地に建設を予定している新庁舎は、津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備え
た施設として整備し、災害対策本部として災害対策活動を先導することとしています。

大規模災害が発生しても被害を最小限に抑えられるよう、事前防災と減災の考え方を念頭に置き、
「津久見市国土強靭化地域計画」、「津久見市地域防災計画」等の関連する計画との整合性を図り、災

害に強いまちづくりを推進していく必要があります。

台風第 18 号により津久見川が氾濫した様子 台風第 18 号により青江川道籠橋が被災した様子

① 南海トラフ巨大地震を想定した避難場所・避難路の整備と耐震化の推進
平成 30 年度大分県地震被害想定調査に基づき、南海トラフ巨大地震で予測される被害は、早期避

難率が高く、避難の呼びかけや津波避難ビルが効果的に機能した場合は、大分県下で約 2 万人の死者
数が 592 人まで軽減され、さらに、耐震化の推進により約 2,200 棟が倒壊を免れると言われています。

津久見港埋立地に建設する新庁舎は、津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた施設
として整備を進め、加えて、大友公園に隣接した用地に展望台広場を整備し、そこに至る避難ルート
を新設します。さらに、都市づくりの核となる市中心部においては、民間活力による津波避難ビル機
能を兼ね備えた賃貸住宅整備、住宅や事務所の新築の際の嵩上げなどの支援と合わせ、市街地が被災
した際の仮設住宅の建設候補地を検討していきます。

そして、安全かつ迅速に避難できるようにするため、避難場所の指定や誘導表示・安全地帯表示・
津波到達予測時間の周知を行い、市民の防災意識の向上を図るとともに、各地域において避難困難な
狭隘道路については、拡幅・整備を検討し避難路及び避難場所を確保していきます。さらに、地震の

１）事前防災と減災の具体的取組
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津久見市ハザードマップ一例

② 土砂災害、水害対策の強化　
本市は、地形的に平地が少ないため、限られた土地に人口が密集しており、それらのエリアは、津

波、高潮、河川氾濫、土砂災害等のリスクがあります。また、地形・地質条件等からがけ崩れ、地す
べり、土石流等が発生しやすいとも言われています。

特に、平成 29 年台風第 18 号災害では、河川氾濫や浸水により、市中心部をはじめとした市全域
で甚大な被害を受け、現在、津久見川・彦の内川河川激甚災害対策特別緊急事業を実施していますが、
土砂災害や水害などの発生を未然に防ぐため、引き続き、大分県等の関係機関に積極的な働きかけを
行い、砂防事業、治山事業、急傾斜地崩壊対策事業、護岸整備、河川改修などについて、緊急性等を
鑑み計画的な事業推進を図っていきます。

③ 公助・自助・共助による自主防災組織の充実
本市では津波、洪水等のハザードマップを作成しています。これらのハザードマップを活用しなが

ら、各地域の自主防災組織による防災訓練、防災知識の普及・啓発を推進し、本市の地域防災力の向
上を目指します。また、市、関係機関、自主防災組織が協働で避難行動要配慮者の把握を的確に行い、
高齢者や障がい者、乳幼児等の要配慮者の避難誘導が円滑に行われるよう、避難誘導体制の整備を推
進するなど、公助・自助・共助による自主防災組織の充実を図っていきます。

47

発生に伴う火災の被害を最小限に抑えるため、建物の耐震化・不燃化、延焼遮断帯の整備等を推進す
るとともに、倒壊等の危険性が著しく高い空き家等については、「空家等対策の推進に関する特別措
置法」等に基づき、所有者への適正な指導、勧告、命令等を行うなど取組を強化していきます。
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浸水想定エリア

土砂災害想定エリア

市の過疎化対策の重点施設として

確保するために埋め立てられた
公共用地・総合運動公園用地を

土石が捨てられていたものを
利用するために埋め立てられた

凡例
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１）水晶山跡地
一般国道 217 号平岩松崎バイパスが近い将来全線開通となれば、接続する市道道篭合ノ元線の活

用により水晶山跡地へのアクセスは格段に向上することから、廃棄物処理等に拍車がかかると期待し
ています。現在、水晶山跡地については、環境保全に資する廃棄物処理や鉱山の雑岩処理場等で活用
されていますが、関係事業者の意向や将来展望等を十分把握する中で、利活用を検討していきます。

２）津久見港埋立地の遊休地
新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備を機に、「みなとオアシス津久見」のエリアの拡大・再整備

を目指しています。本エリアには、これまで以上の集客による賑わいや経済性の創出に期待がかかり
ます。遊休地の所有者の意向や将来展望等を十分把握する中で利活用を検討していきます。

３）現津久見市立第二中学校校地及び休廃校中の小中学校
令和 6 年 4 月開校予定の新設中学校への発展的統合を目指している、現津久見市立第二中学校に

おいては、市公民館機能の移設や生涯スポーツでの利用促進、防災機能の設置など、幅広い視点で校
地の有効活用を検討していきます。また、長目、日代、四浦地区の休廃校中の小中学校については、
耐震性等の課題はありますが、地域住民等と協議を重ね、地域の特色を生かした有効活用を検討して
いきます。

４）現市庁舎と市公民館
老朽化が著しい現市庁舎や市公民館については、住民ニーズ等を的確に把握する中で事業所や住

宅等としての活用可能性を検討していきます。

５）その他の遊休地
市内各所に点在するその他の遊休地についても、住環境整備、企業誘致・立地につなげるための

利活用を検討していきます。
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（４）遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用

基本方針

基幹産業である石灰石・セメント産業及び関連する製造業等は、本市の経済、雇用を支えてきまし
た。しかし、人口減少に伴い全産業における就業者数も減少しており、全体的に活力の低下につながっ
ています。定住を促進していくためには、雇用の場の創出が大変重要であり、遊休地・施設等の利活
用による企業誘致・立地等を促進していきます。そのためには、「津久見市企業立地促進条例」等に
よる支援制度の充実も必要です。

遊休地・施設等の中でも、水晶山跡地、津久見港埋立地の新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備エ
リアに近接する遊休地、発展的統合後の現津久見市立第二中学校校地をはじめとした長目、日代、四
浦地区の休廃校中の小中学校、老朽化が著しい新築移転後の現市庁舎、市公民館等については、利活
用による地域の活力創造が望まれています。また現在、鬼丸住宅跡地を活用した住宅地造成を進めて
いますが、引き続き、遊休地を活用し新築の夢をかなえる安価な宅地造成による定住を促進していく
ことも大変重要です。
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現市公民館

水晶山跡地 現第二中学校

現市庁舎
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（５）空き地・空き家（店舗）の利活用

基本方針

過疎化・高齢化により、空き地・空き家 ( 店舗 ) は増加傾向にあり、定期的にその実態を把握する
ことが重要です。

居住や活用可能な空き家 ( 店舗 ) については利活用を図るため、空き家情報バンク制度への登録を
促進し、住宅改修や家財処分等への支援を充実させ、新築、家賃等の支援と合わせ定住促進につなげ
ていきます。さらに、市中心部においては、空き家 ( 店舗 ) の利活用によるチャレンジショップ等の
新規創業への支援を強化し店舗数維持に努めていきます。

一方で、長期間にわたり放置され老朽化・腐食化が進んでいる危険な空き家 ( 店舗 ) も増加しており、
建物の倒壊や部材の脱落・飛散、植物の繁茂等を引き起こすおそれがあるため、自然災害等の発生時
には甚大な被害につながるのではと危惧しています。「空家等対策の推進に関する特別措置法」等に
基づく取組を強化し危険な空き家 ( 店舗 ) については、早期の除却を推進することで、市民生活の安心・
安全を確保します。

空き家 ( 店舗 ) の除却が進めば、空き地が増加するといった課題もあります。空き地バンク制度を
新設する中で、利活用に向けた取組を強化していきます。
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１）空き地・空き家（店舗）の利活用
空き家情報バンク制度への登録を促進し、住宅改修や家財処分等への支援を充実させ、新築、家

賃等の支援と合わせ定住促進につなげていきます。さらに、市中心部においては、空き家 ( 店舗 ) の
利活用によるチャレンジショップ等の新規創業への支援を強化し店舗数維持に努めていきます。

また、空き地の利用を促進するため、空き地バンク制度を新設するなど効果的な取組を推進して
いきます。

２）危険空き家 ( 店舗 ) の除却
国の補助金等を活用し、危険空き家 ( 店舗 ) の早期の除却を推進していきます。また、著しい老朽

化・腐食化が進み、周辺環境に極めて悪影響を及ぼす可能性が高い特定空家等については、「空家等
対策の推進に関する特別措置法」等に基づき、指導、勧告、命令等の取組を強化していきます。
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市中心部の遊休物件等の現状

平成 30年 1月 20 日時点

市中心部の遊休物件等の現状

平成 30年 1月 20 日時点
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基本方針

本市においては、海辺を「日豊海岸国定公園」、丘陵地を「豊後水道県立自然公園」に指定された
豊かな自然の中に、農業や漁業そして鉱工業から生まれた独自の産業景観を有しています。マグロ漁
業基地として栄えた保戸島の漁港・集落景観は「未来に残したい漁業漁村の歴史文化財産百選」( 平
成 18 年水産庁 ) に選定されています。また、市街地には、石灰の岩肌がむきだしになった採掘場跡
や鉱山の眺望、産業用パイプライン、大型運搬船の停泊する港など迫力ある鉱業景観が形成されてお
り、さらに、住民が主体となり沿道などに河津桜やアジサイ、「山桜」などの花木を植え季節の風物
詩となるなど、新たな沿道景観も醸成されつつあります。

また平成 29 年台風第 18 号災害からの復興・復旧の取組の一つとして推進している「津久見川景
観まちづくり計画」、本市のシンボルとなる新庁舎・街なか観光拠点施設のデザインなど、津久見ら
しい景観形成を目指していく必要があります。さらに、大友宗麟公墓をはじめとした多くの石造文化
財や伝統芸能などの歴史的資源の保全・継承が必要です。

今後は、本市の持つ景観の魅力への理解や保全など景観意識を市全体で醸成しつつ、津久見らしい
景観について市民のなかで共通認識を高める活動を推進していくことが必要です。

（６）自然・産業景観の活用

１）多様な自然の恵みが織り成す景観
津久見湾を取り巻くリアス海岸や山を抱えた豊かな自然景観は、本市の骨格となる景観であり、

その内側に集約された都市景観の背景としても重要です。これらは国定公園・自然公園内にあり開発
行為の抑制がなされているため、これらの保全を図ります。また、本市内には多数の良好な視点場

（ビューポイント）があり、建築物の制限や指導等を検討するなど、自然環境の保全とあわせた眺望
景観の保全を図ります。また、四浦半島の河津桜、青江ダムの山桜・ソメイヨシノ、長目半島の大漁
桜等、桜の景観も魅力的であり、観光や地域振興に寄与しています。一方で、全国的には、無秩序な
開発などで自然景観が破壊されている事例もあり、本市においても景観計画の導入を検討し、良好な
自然景観の保全に努めていきます。

３）活気ある市街地景観
JR 津久見駅から概ね半径１km の範囲については市中心部（中心市街地）として位置づけ、商業

施設や幹線道路沿道の店舗は、地域の特性に応じた形態・色彩・デザインを検討し、周辺との調和に
努めるとともに、屋外広告物の設置制限についても理解を求めるなど、今後も市街地形態や住民意向

２）産業景観と周辺が調和した景観
津久見 IC 周辺の水晶山や中心市街地に隣接する工場群や港湾・工場・鉱山が重なる景観は、本市

の基幹産業である石灰石・セメント産業の象徴的な景観となっています。これらを全国的にも稀有で
ある「津久見らしい景観」として、観光施策等と連携し積極的なＰＲを行う一方で、採掘場跡地の景
観や操業中の工場については、一般住宅地等への緩衝緑地帯の整備や空気汚染や水質汚濁などの環境
悪化への配慮を行いながら周辺と調和した景観を目指します。

また、保戸島の漁港・集落景観も大変魅力的であり、この景観を生かした観光交流等を推進する
ことで、島民の活力創造につなげていきます。
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市中心部の様子

青江ダムの桜四浦半島の河津桜

津久見扇子踊り

津久見川・彦の内川周辺の景観整備（整備中）

市内に植えられたアジサイ

４）地域の歴史・文化的景観
キリシタン大名大友家 21 代義鎮 ( 宗麟 ) ゆかりの地として今も残る大友宗麟公墓をはじめ、市内

に多く点在する石造文化財などは本市の貴重な歴史資産であることから、これらを恒久的に保全しま
す。

また、市内各地域においては、県指定無形民俗文化財である「堅浦霜月祭りの芸能」や「津久見
扇子踊り」、市指定無形民俗文化財である「ジョウヤラ踊り」など、現在も数多くの伝統芸能が存在
します。これらは非日常的景観として後世に継承していくことが重要です。

等を踏まえながら、人々が集い、歩いて楽しめる市街地として魅力ある景観づくりを目指します。
現在、津久見川・彦の内川河川激甚災害対策特別緊急事業を実施していますが、特に、津久見川

や市民図書館周辺の魅力アップを図ることで、良好なまちなみ景観の形成を図ります。



１）市民参画
離島・半島部そして市街地など、地域毎に抱える課題は異なります。地域の実情に応じた施策を

講じるために、自治組織や地区社協等、各種団体との意見交流や対話の機会を拡充し、地域振興に資
するよう努めます。また、各種計画づくりにおける市民参画の機会の拡充やパブリックコメント制度
の活用などにより、市民からの意見や提案を求め、市民意識や意向を的確に把握し施策に反映させる
仕組みを充実していきます。

２）地域コミュニティ
小規模集落の集落機能の維持に向け、自治区の統合・再編を検討するとともに、地域福祉活動や

自主防災活動を支える既存の地域コミュニティの活動支援のため、国の地方創生推進交付金や県の小
規模集落等支援事業などを活用しながら組織の充実・活性化を図ります。また、地域コミュニティ活
動の核となり、これからの地域を担う若いリーダーの育成を図ります。

３）各種団体の支援
市内で活動しているＮＰＯ・ボランティア団体、地域、大学、事業者等の団体が、より一層活発

に活動できるように、市民、行政とのネットワークを構築し、地域活性化に向けた協働・連携事業を
推進します。
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（７）住民主体のまちづくり

基本方針

人口減少、少子高齢化など人口を巡る諸問題がある中で、「本市に住みたい・住み続けたい」魅力
的なまちを創るには、市民を主体として、市民・事業者・行政や各種団体等の協働によるまちづくり
が必要です。これまでも行政の各種計画策定の際には、ワークショップ等を開催し、市民や団体の意
見・要望を反映させる機会を設けてきました。さらに、市長と住民が直接対話する地域懇談会を定期
的に開催するとともに、中学生や高校生を対象にするなど、若い世代との対話も図っています。

多様化する地域課題の解決を図るには、地域振興や福祉分野の担い手としてＮＰＯ法人やボラン
ティアの果たす役割が期待されるところですが、現在、本市においては、ＮＰＯ法人は７団体、23
のボランティア団体のほか、個人ボランティアの方々が各分野で活発に活動しています。今後は、こ
れらの方々に加え、地区社協や自主防災組織をはじめとする地域コミュニティ、事業者、大学等と行
政が協働・連携し、様々な地域課題に取り組む必要があります。
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新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備を機に、JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以内の市中心部 ( 中
心市街地 ) を、新たに本市の都市づくりの拠点となる、にぎわい・活力エリアと位置づけ、さらに、
本エリアを「滞在快適性等向上区域」( まちなかウォーカブル区域 ) とし、街なかへの都市機能、居
住の誘導を図り持続可能な都市づくりを目指すこととしています。そして、このエリアを含んでいる
「津久見・下青江地域」を、本市の都市づくりの核 ( 中心 ) と位置づけます。

「津久見・下青江地域」は、商業地域、準工業地域に定められたエリアを中心に本市の商工業が発
展し、また、ほとんどのエリアが人口集中地区となっており、本市の都市づくりの核 ( 中心 ) として、
都市施設や居住を誘導し人口維持を図っていく必要があります。

そして、土地区画整理事業が行われ、良好な住環境が広がる地域で、市民病院、総合運動公園等
の都市施設が立地している「千怒地域」、豊かな自然に囲まれ地域コミュティが発達し、鬼丸住宅跡
地を活用した住宅地造成等で定住促進に期待がかかる「上青江地域」、基幹産業である石灰石・セメ
ント関連産業、港湾・工場・鉱山の魅力ある景観、文化財などに囲まれ、国道・市道バイパス開通に
より生活利便性が向上している「堅徳地域」の４つの地域に区分し、全ての地域を、商工業と住宅が
混在した、定住・ふれあいエリアと位置づけ、市民の健康で文化的な暮らしの実現を目標とするとと
もに、各地域を結ぶ交通ネットワークを強化していきます。

津久見・下青江地域
千怒地域

上青江地域

堅徳地域

地域区分

地域区分の考え方11
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この 4つの地域区分の考え方は、「津久見・下青江地域」を都市づくりの核 ( 中心 ) とし、周辺の
地域を小学校区、地域特性等を踏まえ区分したものですが、さらに、この 4つの地域と、自然・観光
交流エリア ( 長目、日代・四浦、離島地域 ) や里山エリアとの結びつき、鉱工業エリアの活用等も鑑み、
第 2章の全体構想を基に、それぞれの地域の特性や課題を踏まえた、まちづくりの将来像と整備方針
を次頁以降に示します。

津久見・下青江地域
岩屋区・宮本区・彦ノ内区・中田区・西ノ内区・警固屋区

入船区・川上区の一部

千怒地域 千怒区

上青江地域 川上区の一部・青江区・川内区・畑区

堅徳地域 徳浦区・堅浦区
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つくみん公園

市民図書館

JR 津久見駅

宗麟公園（大友宗麟公墓）

・	 埋立事業や土地区画整理事業により、多くの市民が生活する人口集中地域。
・	 	津久見港埋立地に、津波避難ビル機能や防災拠点としての機能を兼ね備えた新庁舎と日豊経済圏
域（大分県南から宮崎県北をエリアとする東九州地域）の広域周遊観光の拠点となる街なか観光
拠点の一体的整備を推進。

・	 	新庁舎・街なか観光拠点をはじめとし、つくみん公園、ＪＲ津久見駅、ホテル・旅館、スーパー、
商店、診療所、幼稚園・保育園・認定こども園、小中高等学校、市民図書館、公営住宅等の多く
の都市施設や石灰石・セメント産業関連の事業所等が立地。

・	 特に、つくみん公園は大分県下でも人気の高い公園。
・	 本市を代表するイベントやまちづくり推進事業等で賑わうエリア。
・	 	市中心部は、平成 29 年台風第 18 号災害にて甚大な被害を受け、現在、津久見川・彦の内川河川
激甚災害対策特別緊急事業を実施中。

・	 	併せて、道路の美装化、新港橋・下岩屋橋の高質化、LED 照明の設置、ポケットパークの整備な
どにより、景観に配慮した歩いて楽しめるウォーカブルな空間づくりを推進。

・	 	一般国道 217 号平岩松崎バイパス開通により下青江地域が本市の玄関口となり、移動利便性や児
童生徒の通学等の安全性向上に期待。

・	 	全国で 2つしかない「セメント町」、国道 217 号の頭上を通る石灰石運搬用のパイプラインや胡麻
柄山を望む風景、つくみん公園からの港湾・工場などの魅力的な産業景観。

・	 本市の都市づくりの核 ( 中心 ) としての発展に期待。

津久見・下青江地域
（１）地域の特性

22
第 3 章　地域別構想

61



（２） 地域の課題

・	 	JR 日豊本線によって市街地が南北に分断されており、車両は幅員狭小で危険踏切を通行するなど
利便性・安全性とも不安。

・	 	津久見港埋立地から中心商店街への誘導動線が必要。中心商店街は、空き地・空き家 ( 店舗 ) が増
加し人通りも減少。

・	 JR 津久見駅は、エレベーター等の設置によるバリアフリー化、駅前通りの魅力アップが必要。
・	 	市中心部（中心市街地）のほぼ全域が津波浸水エリアであり、津波避難ビルを兼ね備えた新庁舎、
大友公園への避難ルートの新設の他にも、津波避難場所、ルートが必要。

・	 	老朽化している、現市庁舎、市公民館、発展的統合後の現津久見市立第二中学校校地等の遊休施
設の利活用が課題。

・	 	公営住宅の長寿命化と民間賃貸住宅の立地、遊休地を活用した住宅地造成等による定住人口維持
が重要。

・	 津久見市立津久見小学校の老朽化。

松崎交差点一般道路と交差するパイプライン

胡麻柄山 セメント町のバス停
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（３）将来像と整備方針

本市の都市づくりの核 ( 中心 ) となる、「津久見・下青江地域」の将来像として、「津久見の顔とな
るにぎわいと活力を創造するまちづくり」を掲げ、以下に整備方針を示します。

津久見の顔となるにぎわいと活力を創造するまちづくり

１）都市づくりの拠点としての市中心部の整備

２）交通ネットワークと都市基盤整備

・	 	新庁舎・街なか観光拠点を核とし、「みなとオアシス津久見」エリアを国道 217 号以北の津久見港
埋立地全域へと拡大し新たな経済圏として発展させるため、エリア内の移動利便性向上のための
車両・歩行者の動線整備、新庁舎・街なか観光拠点の周辺環境整備、つくみん公園の魅力アップ ( 大
型遊具・視点場の設置等 )、耐震岸壁や遊休地・施設等の有効活用等の再整備を検討。

・	 	J Ｒ津久見駅や駅周辺のバリアフリー化、（都）駅前線（通称駅前通り ) の魅力アップ、金融ゾー
ン整備等による周遊性の向上。

・	 利用頻度が減少傾向にある駅前駐車場の効果的活用に向けた検討。
・	 	「滞在快適性等向上区域」( まちなかウォーカブル区域 ) と位置づけ、地域消費の拡大や観光客の
増加、健康寿命の増進を目的に、人々が憩い、歩いて楽しめる空間整備を促進。

・	 国道 217 号、県道佐伯津久見線の道路機能の維持のための働きかけを強化。
・	 	岩屋三差路の交差点では、環状交差点（ラウンドアバウト）を導入するなど安心・安全な通学路
としての整備を進めている市道岩屋線に加え、国道 217 号と県道佐伯津久見線のアクセスと市中
心部の移動利便性向上を目的に、費用対効果を踏まえた上で（都）角崎中田線の整備を検討。

・	 	一方で、長期間に渡り未整備となっている都市計画道路については、将来的な交通量、人口動態
等を踏まえ見直しを検討。

・	 	新庁舎・街なか観光拠点の整備により、広域周遊観光客の受け入れを視野に入れた新たな公共交
通結節点整備を検討。

・	 多くの都市施設と居住エリアを効率的につなぐ、地域公共交通体系の構築を検討。
・	 	住宅地内の生活道路では、歩行者が安心して通行できるよう、歩行者空間の確保やバリアフリー
化等、ユニバーサルデザインの考えに基づいた整備を推進。

・	 	小学校の通学路については、地区や学校関係者等と連携体制を構築し、児童の安心・安全を確保。
・	 	公営住宅、下水道等の都市インフラの長寿命化を推進するとともに、下水道計画区域外では合併
処理浄化槽の普及を促進。

・	 公営住宅については子育て世帯等のニーズに合わせたリノベーション等を検討。
・	 	つくみん公園の魅力アップ、つくみん公園と中心商店街をつなぎ休息・イベント等での活用が　
見込まれる角崎公園、大友町側からの避難ルートを新設し災害時の避難場所として活用する大友

>> 津久見・下青江地域の将来像
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６）自然・産業景観の活用

公園、歴史を伝える拠点である宗麟公園等、特色ある公園の適正な管理を推進。
・	 一方で、利用者の少ない公園は、管理手法等の見直しを検討。
・	 津久見市立津久見小学校の長寿命化改修工事を検討。

３）都市防災

・	 	津波避難ビル機能や防災拠点として整備する新庁舎に加え、大友公園に隣接した用地に展望台広
場を整備し、そこに至る避難ルートを新設。

・	 	津波、高潮、河川氾濫、土砂災害等の自然災害に備えた避難所・避難路の整備と合わせ、避難所
表示や避難誘導標表示等設置の対策を強化。

・	 浸水エリアにおける住宅や事務所新築の際の用地嵩上げを支援。
・	 砂防、急傾斜地、河川などの整備を関係機関に働きかけ計画的な整備を促進。
・	 自主防災組織による防災訓練、防災知識の普及・啓発等の活動を支援。
・	 	危険な空家等については、「空家等対策の推進に関する特別措置法」等に基づく取組を強化し早期
の除却を推進。

・	 	発展的統合後の津久見市立第二中学校校地の活用等による、下青江地域の災害避難場所・ルート
の再構築。

４）遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用
・	 	新庁舎・街なか観光拠点の一体的整備を機に、周辺の遊休地の利活用について、所有者の意向や
将来展望等を十分把握する中で検討。

・	 	令和 6年 4月開校予定の新設中学校への発展的統合を目指している、現津久見市立第二中学校に
おいて、市公民館機能の移設や生涯スポーツの利用促進、防災機能の設置など、幅広い視点で校
地の有効活用を検討。

・	 	老朽化が著しい現市庁舎や市公民館は、住民ニーズ等を的確に把握する中で事業所や住宅等とし
ての活用可能性を検討。

・	 民間賃貸住宅建設の促進、遊休地を活用した住宅地造成を検討。

５）空き地・空き家 ( 店舗 ) の利活用
・	 	特に商業地域での空き地・空き家 ( 店舗 ) を活用した若者によるチャレンジショップ等の新規創業
の促進。

・	 空き地バンク制度の新設により土地利用を促進。

・	 	セメント町、本市の基幹産業である石灰石・セメント産業の象徴的な石灰石運搬用のパイプラ
インや胡麻柄山を望む風景、つくみん公園からの港湾・工場などの魅力的な産業景観の活用。

・	 	つくみん公園や大友公園から見える工場夜景、津久見川周辺に整備予定のライトアップなど、日
中とは違った楽しみ方の出来る景観の活用。

・	 本市のシンボルとなる新庁舎の特色あるデザインの PRと活用。
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・	 	中心市街地を一望できる大友公園と、その隣接用地に整備予定の展望台広場を合わせた一体的利
活用の促進。

・	 	歴史・文化的景観である、キリシタン大名大友家 21 代義鎮 ( 宗麟 ) ゆかりの地として今も残る大
友宗麟公墓の PRと保全。

・	 津久見川・市民図書館周辺の魅力アップによる景観形成。

７）住民主体のまちづくり
・	 	市中心部のまちづくりを目的に実施してきた、住民参加ワークショップや、つくみん公園・中心
市街地内での社会実験（コンテナ 293 号・Cafe1/2 等）に携わってきた方々が、現在も実践する
地域活動への継続的な支援。

・	 防災意識の向上を目指して作成した「スイーツ×防災マップ」の積極的 PRと活用。
・	 彦ノ内区や中田区で行われているアジサイ等の植樹活動を支援。
・	 	ミカン栽培の歴史を生かし、ファーマーズスクール（新規就農者の研修制度）などを活用した就
農支援。

・	 	地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの活動により、安心・安全なまちづく
りを推進。

ミカン栽培スイーツ×防災マップ

コンテナ 293 号（つくみん公園）住民参加ワークショップの様子
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津久見・下青江地域の土地利用図 ① （広域）
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津久見・下青江地域の土地利用図 ② （市中心部）
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住宅地の様子国道 217 号千怒日見バイパス

津久見中央病院 千怒地域の市街地の様子

・	 埋立事業や土地区画整理事業によって整備され、閑静で落ち着いた居住環境が広がる地域。
・	 市中心部や JR 日代駅が位置する日代地区等の近接地域へのアクセス性が良好。
・	 	津久見中央病院、介護老人保健施設、グループホーム、医療施設、総合運動公園、商業施設等の
都市施設の立地による高い生活利便性。

・	 	都市施設の立地による高い生活利便性の観点から、日代・四浦地域住民の生活拠点としての役割
に期待。

千怒地域
（１）地域の特性

33
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（２） 地域の課題

・	 	土地区画整理事業が行われていない地域は古い家や空き家が立ち並び、狭隘な道路で危険な箇所
が多く存在。

・	 	災害時などの避難場所となっている千怒小学校付近は、地区内道路が狭隘なため、緊急車両の通
行も困難な状況。

・	 	埋立事業と土地区画整理事業により、新しいまちが創造され閑静で落ち着いた居住環境が整備さ
れた反面、地域住民相互のつながりやコミュニティ形成がやや不安。

・	 長きにわたり 1区 1校区の小学校として発展してきた津久見市立千怒小学校の老朽化。

（３）将来像と整備方針

良好な住居地域が形成され、市中心部との地区間のつながりを重視した都市計画が求められている
「千怒地域」の将来像として、「街なかと連結した住み心地のよいまちづくり」を掲げ、以下に整備方
針を示します。

・	 	国道 217 号の道路機能の維持のための働きかけを強化。
・	 	市中心部へのアクセスや災害時の避難、啓開ルートとして千怒越トンネルを活用し、利便性と防
災性の高い良好な住宅地を形成。

・	 	津久見中央病院を中心としたエリアに都市機能を集積することで、市中心部とのつながり、日代・
四浦地域住民の生活拠点としての役割を強化。

・	 	津久見中央病院は本市全域の医療を担っている重要な拠点施設であり、路線バス、コミュニティ
交通等の公共交通ネットワークにより他地域との連携をさらに強化。

・	 	住宅地内の生活道路では、歩行者が安心して通行できるよう、歩行者空間の確保やバリアフリー
化等、ユニバーサルデザインの考えに基づいた整備を推進。

・	 	小学校の通学路については、地区や学校関係者等と連携体制を構築し、児童の安心・安全を確保。
・	 	長期間に渡り未整備となっている都市計画道路については、将来の人口動態、交通量等を鑑み、
整備方針の見直しを検討。

・	 総合運動公園の適正な維持管理とスポーツ交流や健康増進等による利用を促進。
・	 	多くのメダカが生息する湧水めだか公園は管理体制を見直し、今後とも地域住民の憩いの場とし
て適正に保全。

・	 一方で、利用者の少ない公園は、管理手法等の見直しを検討。

１）交通ネットワークと都市基盤整備

街なかと連結した住み心地のよいまちづくり

>> 千怒地域の将来像
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・	 	津波、高潮、河川氾濫、土砂災害等の自然災害に備えた避難所・避難路の整備と合わせ、避難所
表示や避難誘導標表示等設置の対策を強化。

・	 浸水エリアにおける住宅や事務所新築の際の用地嵩上げを支援。
・	 砂防、急傾斜地、河川などの整備を関係機関に働きかけ計画的な整備を促進。
・	 自主防災組織による防災訓練、防災知識の普及・啓発等の活動を支援。
・	 	危険な空家等については、「空家等対策の推進に関する特別措置法」等に基づく取組を強化し早期
の除却を推進。

２）都市防災

３）遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用

・	 	市有地を活用した、事業誘致、住環境整備の促進。
・	 土地区画整理事業の保留地の販売促進と有効活用。

４）空き地・空き家 ( 店舗 ) の利活用

・	 	空き家情報バンク制度への登録促進と住宅改修や家財処分等の支援の充実による空き家 ( 店舗 ) の
利活用を促進。

・	 空き地バンク制度の新設により土地利用を促進。

５）自然・産業景観の活用
・	 千怒崎周辺から見える津久見らしい産業景色（津久見湾・工場・鉱山など）の PRと活用。
・	 土地区画整理事業が実施された住居地域の落ち着いたまちなみ景観を維持。
・	 JR 日豊本線の鉄道風景の PRと活用。

６）住民主体のまちづくり

・	 	1 区 1 校区で発展してきた小学校区のつながりを生かした、住民参加による地域内交流や地域の
魅力向上につながる美化活動等を支援。

・	 千怒崎恵比寿大漁祭り、しめ縄祭りなどの伝統行事を後世に継承。
・	 	ミカン栽培の歴史を生かし、ファーマーズスクール（新規就農者の研修制度）などを活用した就
農支援。

・	 	地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの活動により、安心・安全なまちづく
りを推進。

・	 	公営住宅、下水道等の都市インフラの長寿命化を推進するとともに、下水道計画区域外では合併
処理浄化槽の普及を促進。

・	 津久見市立千怒小学校の長寿命化改修工事を検討。
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千怒地域の土地利用図
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青江ダム

鬼丸住宅跡地

青江ダム公園

尾崎小ミカン先祖木

・	 	津久見 IC が近く、大分市街地まで車で約 30 分と、大分市、臼杵市とのアクセス性が良好な地域。
・	 青江ダム公園は、春先になると山々に山桜、園内にソメイヨシノが咲き誇る桜の名所。
・	 	本市で唯一海に面していない地域で、市中心部が被災した際は、消防庁舎、津久見市立青江小学校、
県南かんきつ広域選果場が第二災害対策本部として機能。

・	 	ミカンや山椒などの柑橘類や農作物の栽培が盛んで、中でも樹齢 800 余年になる国指定天然記念
物「尾崎小ミカン先祖木」は日本最古の柑橘類の古木。

・	 鬼丸住宅跡地の住宅地造成により、Uターン等の移住定住促進に期待。
・	 青江ダムの機能により、地域住民の安心・安全を確保。
・	 獅子舞 ( 川内・平岩地区 ) 等の伝統芸能も後世に継承され融和な地域コミュニティを形成。

上青江地域
（１）地域の特性

44
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１）交通ネットワークと都市基盤整備

（２）地域の課題

・	 商業施設や診療所等の都市施設が少なく、生活利便性がやや不安。
・	 	山々に囲まれた地域で、崖崩れ等が発生する恐れのある急傾斜地危険箇所や土石流危険箇所が多
く存在。

・	 河川に近い避難場所 ( 川内公民館・岩屋口公民館・鬼丸会館 ) の安全性の確保。
・	 少子高齢化等により人口減少が進行。
・	 将来的な通院、買い物等の移動手段の確保。

・	 県道津久見野津線の道路機能の維持のための働きかけを強化。
・	 	住宅地内の生活道路では、歩行者が安心して通行できるよう、歩行者空間の確保やバリアフリー
化等、ユニバーサルデザインの考えに基づいた整備を推進。

・	 	小学校の通学路については、地区や学校関係者等と連携体制を構築し、児童の安心・安全を確保。
・	 	将来の人口動態、高齢化等による利用者ニーズを的確に捉えた、効率的な地域公共交通体系の構
築を検討。

・	 令和 2年 10 月から運行を開始した、畑区における予約型乗合タクシーの利用促進。
・	 県南かんきつ広域選果場と長野市営住宅周辺に都市機能を集積。
・	 	青江ダム公園の適正な維持管理、周辺地域の景観の保全に努め、山桜、ソメイヨシノ等の地域資
源を生かした観光客誘致と地域住民の憩いの場として活用。

・	 	一方で、利用者の少ない公園は、管理手法等の見直しを検討。
・	 	公営住宅、下水道等の都市インフラの長寿命化を推進するとともに、下水道計画区域外では合併
処理浄化槽の普及を促進。

（３）将来像と整備方針

ミカンや山椒などの柑橘類や農作物の栽培が盛んに行われているなど、豊かな自然が身近にある「上
青江地域」の将来像として、「自然の恵みと美しさを引き立たせるまちづくり」を掲げ、以下に整備
方針を示します。

自然の恵みと美しさを引き立たせるまちづくり

>> 上青江地域の将来像



第 3 章　地域別構想

74

・	 	危険な空家等については、「空家等対策の推進に関
する特別措置法」等に基づく取組を強化し早期の
除却を推進。

・	 	第二災害対策本部となっている消防庁舎、津久見
市立青江小学校、県南かんきつ広域選果場の役割
強化。

・	 	河川に近い避難場所 ( 川内公民館・岩屋口公民館・
鬼丸会館 ) は、災害情報、河川の水位等の的確な
把握により安全性を確保。

・	 	畑区へ至る市道は、斜面の崖等の土砂崩れが懸念
される危険箇所もあり、安全性向上に資する整備
を検討。

２）都市防災
・	 	河川氾濫、土砂災害等の自然災害に備えた避難所・避難路の整備と合わせ、避難所表示や避難誘
導標表示等設置の対策を強化。

・	 浸水エリアにおける住宅や事務所新築の際の用地嵩上げを支援。
・	 砂防、急傾斜地、河川などの整備を関係機関に働きかけ計画的な整備を促進。
・	 自主防災組織による防災訓練、防災知識の普及・啓発等の活動を支援。

３）遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用
・	 鬼丸住宅跡地を活用した住宅地造成により、新築の夢をかなえる安価な宅地を提供。
・	 	長野市営 Aアパートは老朽化が進んでいるため、解体除却、跡地の嵩上げ等により、事業所用地
や住宅地等としての有効活用を検討。

４）空き地・空き家 ( 店舗 ) の利活用
・	 	空き家情報バンク制度への登録促進と住宅改修や家財処分等の支援の充実による空き家 ( 店舗 ) の
利活用を促進。

・	 空き地バンク制度の新設により土地利用を促進。

５）自然・産業景観の活用
・	 	海側から見る風景とは異なる畑区から津久見市街地を望む風景は、津久見らしい景観の一つとし
て PRし活用。

・	 青江ダム公園や周辺地域の山桜、ソメイヨシノ等の魅力ある景観の PRと活用。
・	 国指定天然記念物「尾崎小ミカン先祖木」の適切な管理と保全。

６）住民主体のまちづくり

県南かんきつ広域選果場

・	 	ミカン栽培の歴史を生かし、ファーマーズスクール（新規就農者の研修制度）などを活用した就　	
農支援。

・	 	地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの活動により、安心・安全なまちづく
りを推進。

・	 獅子舞 ( 川内・平岩地区 ) 等の伝統芸能を通じた地域コミュニティの更なる充実。

消防庁舎
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上青江地域の土地利用図
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港湾・工場・鉱山が重なる全国でも稀有な景観 豊後水道きらきらウォーク

徳浦交差点 徳浦の秋祭りの獅子舞

・	 	本市の基幹産業である石灰石・セメント関連産業が集積し、港湾・工場・鉱山が重なる全国でも
稀有な景観を形成。

・	 	堅徳地域と市中心部をつなぐ市道道篭合ノ元線及び一般国道 217 号平岩松崎バイパスの開通によ
り、交通利便性と安全性が各段に向上。

・	 	良好なアクセス性と医療施設、介護老人保健施設、小学校、保育園、郵便局等の都市施設の立地
により、長目地域住民の生活拠点としての役割に期待。

・	 地域行事や防災活動等を通じた地域コミュティが発達。
・	 自主防災組織による地震・津波災害時の一時避難場所を新設。
・	 	羽迫神社に伝わる祭礼行事の総称で、神楽、獅子舞い、長刀、棒術などが行われる「堅浦霜月祭
りの芸能」は本市を代表する伝統芸能。

・	 つつじの名所で、西九州一の観音像がある海岸寺には、江戸時代に伊能忠敬が来訪。

堅徳地域
（１）地域の特性

55
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１）交通ネットワークと都市基盤整備

（２）地域の課題

（３）将来像と整備方針
本市の基幹産業である石灰石・セメント関連産業が集積し、堅浦霜月祭りなどの伝統芸能などが存

在する「堅徳地域」の将来像として、「港湾・工場・鉱山の景観と文化を生かしたまちづくり」を掲げ、
以下に整備方針を示します。

港湾・工場・鉱山の景観と文化を生かしたまちづくり

>> 堅徳地域の将来像

・	 狭隘な地区内道路が多く、緊急車両の通行も困難な状況。
・	 商業施設が少なく誘致が必要。
・	 	堅徳小学校、堅浦公民館、徳浦公民館は海沿いに立地しており、津波発生時の避難経路の安全性
の確保。

・	 水晶山跡地の有効活用。
・	 少子高齢化等により人口減少が進行。

・	 	津久見 IC 及び国道 217 号と堅徳地域を結ぶ（都）長野堅浦線の早期整備のための働きかけを強化。
・	 	住宅地内の生活道路では、歩行者が安心して通行できるよう、歩行者空間の確保やバリアフリー
化等、ユニバーサルデザインの考えに基づいた整備を推進。

・	 	小学校の通学路については、地区や学校関係者等と連携体制を構築し、児童の安心・安全を確保。
・	 狭隘な地区内道路の拡幅を検討。
・	 道路網整備により、公共交通の利便性を向上。
・	 	徳浦公民館、徳浦郵便局の周辺に都市機能を集積し、長目地域住民の生活拠点としての役割を強化。
・	 	公営住宅、下水道等の都市インフラの長寿命化を推進するとともに、下水道計画区域外では合併
処理浄化槽の普及を促進。

・	 利用者の少ない公園は、管理手法等の見直しを検討。
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２）都市防災
・	 	津波、高潮、河川氾濫、土砂災害等の自然災害に備えた避難所・避難路の整備と合わせ、避難所
表示や避難誘導標表示等設置の対策を強化。

・	 浸水エリアにおける住宅や事務所新築の際の用地嵩上げを支援。
・	 砂防、急傾斜地、河川などの整備を関係機関に働きかけ計画的な整備を促進。
・	 自主防災組織による防災訓練、防災知識の普及・啓発等の活動を支援。
・	 	危険な空家等については、「空家等対策の推進に関する特別措置法」等に基づく取組を強化し早期
の除却を推進。

・	 津波避難所等の新設等の自主防災組織による先進的な活動を支援。

３）遊休地（市有地・民有地）・施設等の利活用

・	 	水晶山跡地の利活用は、関係事業者の意向や将来展望等を十分把握する中で検討。

４）空き地・空き家 ( 店舗 ) の利活用
・	 	空き家情報バンク制度への登録促進と住宅改修や家財処分等の支援の充実による空き家 ( 店舗 ) の
利活用を促進。

・	 空き地バンク制度の新設により土地利用を促進。	

５）自然・産業景観の活用
・	 全国でも稀有な「港湾・工場・鉱山」の産業景観の PRと活用。
・	 	本市を代表する伝統芸能である「堅浦霜月祭りの芸能」、つつじの名所海岸寺、特攻隊として出撃
した中津留達雄大尉の墓等の地域の歴史・文化的景観の PRと保全。

６）住民主体のまちづくり

・	 本市を代表する伝統芸能「堅浦霜月祭りの芸能」等を通じた地域コミュニティの更なる充実。
・	 	地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの活動により、安心・安全なまちづく
りを推進。

・	 	小学校区を通じたつながりを生かした、住民参加による地域内交流や地域の魅力向上につながる
美化活動等を支援。
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堅徳地域の土地利用図
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都市計画マスタープランは、将来の本市のあるべき姿や都市づくり、地域づくり等の方針を示した
もので、今後はこれらの方針に基づき実現を図っていく必要があります。しかし、この施策を実現さ
せるに当たっては、人口増減率 -10.4％（令和 2年国勢調査における平成 27 年から令和 2年の 5年
間の人口増減率）を示す人口減少や少子高齢化の影響による税収の減少、社会保障費の増大などによ
る本市の財政状況を鑑みると、すべての施策を同時に取り組むことは困難です。さらに、各施策はハー
ド整備からソフト施策まで幅広い分野に渡るため、都市計画部局だけでなく、庁内の関係部署が連携
して取り組むことが重要となります。特に、財源などの確保に向けては、国・県等の補助金制度や有
利な地方債の活用はもとより、地方の自由度の拡大による弾力的・重点的な運用等について強く要望
していく必要があります。

今後は、都市計画マスタープランで目指す将来の都市構造の実現に向けて、あらゆるまちづくりの
担い手が理念や目標を共有するとともに、互いの役割分担と連携のもとに、それぞれの強みを生かし
ながら、行政と住民が一体となった協働でのまちづくりを進めていくものとします。
また、上位計画である総合計画、関連計画等の改訂や社会経済情勢に大きな変化が生じた場合は、

計画全体の見直しについても検討することとします。

実現に向けた基本的考え方11
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④ 民間活力の活用を促進

民間事業者等に対して、都市づくりの目標や方針への理解を求め、市が所有する遊休地・施設
等に加え、民間事業者所有の遊休地・施設等の積極的な活用により、企業誘致・立地、住宅地造成
等につなげていきます。また、公共施設整備・管理において、PPP/PFI 方式等の導入検討や指定管
理者制度の活用等、民間活力の活用を強力に促進していきます。

都市づくりを推進するためには、一定の財源や公共用地などを確保することが必要です。そのため、
限りある市の財源を合理的・効果的かつ計画的に活用するとともに、国・県などの補助・支援制度や
民間の活力を十分に活用します。

① 国・県等の補助金制度や有利な地方債等の積極的活用

② 津久見市立地適正化計画での都市機能・居住誘導区域の設定

③ 自主財源の効果的な活用

都市づくりに有用な制度を十分活用していくとともに、地方の自由度の拡大により、一層の弾
力的・重点的運用が可能となるよう、国・県に対して要望していきます。また、過疎対策事業債等
の有利な地方債の活用に努めていきます。

都市計画マスタープランの高度化版と位置づけられている立地適正化計画において、都市機能
や居住を誘導する区域を適切に設定し、都市計画マスタープランに掲げている各種施策の実現性を
高めていきます。

津久見市行政運営執行指針に基づき、計画性を持った財政運営に取り組む中で、自主財源のよ
り合理的・効果的な活用を図っていきます。

都市づくりのための財源などの確保22
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目指すべき土地利用に向け、建築物の用途・密度・形態等に関する規制・誘導を行っていくため、
都市計画マスタープランで示した将来の都市構造や方針等に基づき、用途地域等の見直しを検討して
いきます。

未整備の都市計画道路について、将来の人口動態、交通量、費用対効果等を鑑み、中期・長期的な
視点で、計画の変更等を検討していきます。さらに、利用率の低い都市計画公園等も併せて見直しを
検討します。

（２） 都市計画道路等の決定・変更

住民主体のまちづくり33

都市計画マスタープランの進捗状況管理・
計画の見直し44

都市計画の決定・変更55

本市では、つくみん公園のコンテナ 293 号、中心商店街内の Cafe1/2 の整備を実施した「津久見
観光周遊性創出事業」や市中心部のまちづくりにて数多くのワークショップ等を開催してきた実績が
あります。また、地区社協、自主防災組織、防犯パトロールや交通安全などの地域活動も活発で、小
学校区や伝統芸能、桜観光等を通じた地域コミュニティも発達しています。

これらの基盤を生かし、市民参画の機会の更なる拡充により、市民意識や意向を的確に把握し施策
に反映させる仕組みを充実させていきます。また、これからの地域を担う若いリーダーの育成、市民、
行政とのネットワークの構築等により、地域活性化に向けた協働・連携事業を推進していきます。

都市計画マスタープランの進捗状況を適切に管理し、住民や事業者等の意向を把握する中で、定期
的に計画内容の見直しを行っていきます。また、上位計画である総合計画、関連計画等の改訂や社会
経済情勢に大きな変化が生じた場合は、計画全体の見直しについても検討することとします。

（１） 用途地域等の見直し
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本市の財政状況を鑑みると、すべての施策を同時に取り組むことは困難と言えます。そこで、各地
域の特性や課題を踏まえ、重点的に取り組むべく施策を以下に掲げ、住民や関係事業等の理解・協力
を得る中で、実現可能性を高めていきます。

各地域の重点施策66

・	 	現在、新庁舎建設に向け「津久見市新庁舎建設実施設計等業務」を進めており、令和 7年
度供用開始を目指し、緊急防災・減災事業債等の有利な地方債等を活用し整備予定

・	 	令和 4年 3月に策定した『	広域周遊観光客の交流拠点「街なか観光拠点」整備に向けた基
本計画	』をもとに、街なか観光拠点施設の整備・運営手法等を検討

・	「みなとオアシス津久見」エリアの国道 217 号以北の津久見港埋立地全域への拡大を検討
・	 	新庁舎・街なか観光拠点の周辺環境も含めた市中心部の整備について、都市構造再編集中
支援事業等の活用を検討

・	 	津波避難ビル機能を兼ね備えた民間賃貸住宅建設促進や新築の際の嵩上げ支援について具
体的な手法を検討

・	 	老朽化が著しい現市庁舎・市公民館、発展的統合後の現津久見市立第二中学校等の遊休地・
施設等の活用について、民間活力の導入を検討

（１） 津久見・下青江地域

新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備を機に、JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以内の市中心部 ( 中心
市街地 ) と位置づけ、都市機能と居住を誘導し持続可能な都市づくりを目指していきます。市民の愛
着や利用者に好まれる場所の「らしさ」はそのままに、より豊かで持続可能な暮らしを創造します。

１）具体的な取組

津久見市グランドデザイン構想 ( 別冊 ) に掲げる施策

重点施策
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● 老朽化による早期建替えが必要な現庁舎は、津久見港埋立地に移転し、 
　 津波の際に市民等が避難できる津波避難ビル機能や防災拠点の機能を
　 兼ね備えた新庁舎として移転建設を予定しています。

● 基本構想、基本計画に基づいた基本設計業務において、新庁舎の在り 
　 方や基本的な機能、施設規模や構造の概要、配置計画、概算事業費及び
　 財源等を市民に公表し、市民の意向を把握する中で、実施設計業務、  
　 施設整備へと進めていきます。

● 令和 5年度から 6年度にかけ建設工事等を実施し、津波対策や景観配慮
　 等、周辺環境と調和のとれた新庁舎として令和 7 年度中の供用開始を 
　 目指します。

津久見市新庁舎建設

● 津久見港埋立地において津久見市新庁舎と街なか観光拠点の一体的整
　 備を目指すため、令和元年度に基本構想、令和 3 年度に基本計画を策定 
　 しています。

● 基本構想、基本計画に基づき、整備手法 ( 公設民営又は民設民営 )、　
　 運営主体・手法、経営シミュレーション、財源確保等について、民間
　 事業へのサウンディング調査等により十分な検討を行います。

● 公募により事業者を決定し、周辺環境との調和・融合と地域ニーズを
　 踏まえた、東九州地域における広域周遊観光の拠点となる施設建設を
　 目指します。

街なか観光拠点建設

● 新庁舎や街なか観光拠点、つくみん公園からの連続性を確保するため、 
　 JR 津久見駅及び駅前通りの舗装等デザインの統一化とバリアフリー
　 化などを行い、ウォーカブルな街路空間を目指します。

● 波及性や回遊性につながる動線の創出に向け、津久見川・彦の内川の  
　 周辺環境の魅力向上を目指します。

JR 津久見駅や駅周辺エリア整備　

２）実現に向けた段階的プロセスの一例

津久見・下青江地域の重点施策の実現に向けた段階的プロセスの一例として、以下に示します。

まず、重点施策に掲げる津久見市グランドデザイン構想 ( 別冊 ) の項目から、段階的プロセス「津
久見市新庁舎建設」「街なか観光拠点建設」「JR 津久見駅や駅周辺エリア整備」の 3項目を以下に整
理します。

新庁舎及び街なか観光拠点の機能を一体的に整備していくことが重要と言えます。この取組は、全
国的に見ても事例が少なく先進事例になるのではと思われます。また、すでに賑わい拠点となってい
るつくみん公園からの動線を誘発するために、新庁舎・街なか観光拠点へと続く連続性のある街路空
間を形成していきます。併せて、社会福祉協議会の海側にある遊歩道についても、より使いやすい広
場としての利用促進を図ります。さらに、津久見川・彦の内川の周辺環境の再整備（津久見川沿いの
ポケットパークや図書館へ続く河川空間と道路の整備、大友公園への津波避難路や展望広場の整備等）
を行うことで、より回遊性のあるウォーカブルな中心市街地化が目指されるものと考えます。
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資料：国土交通省

alkable ye level iversity pen 
歩きたくなる まちに開かれた1階 多様な人の多様な用途、使い方 開かれた空間が心地よい

居心地が良い、人中心の空間
を創ると、まちに出かけたくなる、

歩きたくなる。
歩行者目線の１階部分等に店
舗やラボがあり、ガラス張りで中が
見えると、人は歩いて楽しくなる。

多様な人々の多様な交流は、
空間の多様な用途、使い方の

共存から生まれる。
歩道や公園に、

芝生やカフェ、椅子があると、
そこに居たくなる、留まりたくなる。

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」のイメージ

13

ウォーカブルなまちづくり 実現イメージ

資料：国土交通省　ストリートデザイン懇談会資料より抜粋

都市構造の改変等

○都市構造の改変（通過交通をまちなか外へ誘導するための外周街路整備等）

○都市機能や居住機能の戦略的誘導と地域公共交通ネットワークの形成

○拠点と周辺エリアの有機的連携

○データ基盤の整備（人流・交通流、都市活動等に係るデータプラットフォームの構築等） 等

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」

※地域特性に応じた取組を、歩ける範囲のエリアで集中的あるいは段階的に推進
※人口規模の大小等を問わず、その特性に応じた手法で実施可能

Walkable
歩きたくなる

居心地が良い、人中心の空間を創ると、
まちに出かけたくなる、歩きたくなる。

Eye level
まちに開かれた１階

歩行者目線の１階部分等に店舗やラボがあり、
ガラス張りで中が見えると、人は歩いて楽しくなる。

Diversity
多様な人の多様な用途、使い方

多様な人々の多様な交流は、
空間の多様な用途、使い方の共存から生まれる。

Open
開かれた空間が心地よい

歩道や公園に、芝生やカフェ、椅子があると、
そこに居たくなる、留まりたくなる。

「居心地が良く歩きたくなるまちなか」形成のイメージ

２２．．ここれれかかららののスストトリリーートトにに
必必要要なな要要素素ととはは

１１））スストトリリーートト＝＝街街路路空空間間ををどどうう定定義義すするるかか

２２））街街路路空空間間ののデデザザイインン・・有有すすべべきき設設ええににつついいてて

３３））アアククテティィビビテティィとと、、ここれれをを担担いい支支ええるるププレレーーヤヤーー

４４））ここれれららのの空空間間をを支支ええるる交交通通環環境境等等のの確確保保

12

Pdes

Pmin

Pdes

Pmin

「「ププレレイイスス」」のの状状況況

Lmin 

Ldes 
「「
リリ
ンン
クク
」」
のの
状状
況況

Ldes 

Lmin 

Pmin Pdes ププレレイイスス

様々なストリート空間の配分方法

望ましい(des)
～最少(min)までの
必要な空間スペース

リリンンクク

リンクが減れば、
プレイスが
生まれ得る

‘LINK’ AND ‘PLACE’: A NEW APPROACH TO STREET PLANNING AND DESIGN
Peter Jones, Centre for Transport Studies, UCL, London より抄訳

ストリートの空間を再配分するプロセス

ストリートデザイン・マネジメント－公共空間を活用する制度・組織・プロセス（学芸出版社）より抜粋

6

官民の連携により「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を実現

広場
民間
空地

建物低層部

街路

（姫路市）

民地部分を開放
（広場化）

建物低層部を開放・リノベーション（ガラス張り化等）

予算・税制等のパッケージ支援により、公共空間の拡大・改変・利活用を推進
官 民

公共空間の利活用促進

街路等の公共空間の改変
[予算支援]

オープンスペースの提供
・利活用

[予算・税制・金融支援]
［税制］固定資産税を５年間

１／２に軽減 等

［税制］固定資産税を５年間１／２に軽減 等

［金融］都市再生推進法人向けの低利貸付 等
［予算］未来ビジョンの策定や

エリアプラットフォーム
の構築を支援 等

官民連携による
未来ビジョンの策定

（参考）官民連携のモデル事例
（品川区 天王洲アイル）
○行政が整備した護岸と連続する民地上に、地権者が一体的な仕様のウッドデッキを設置。
○デッキに面する建物１階部分をオープン化（ガラス張化）し、用途を事務所から誰もが
利用できるスペースに転換。

民 地
（広場化）

公有地
（護岸整備）

オープン化（ガラス張り化）

（松山市 花園町通り）
○片側３車線あった道路を片側１車線に減らし、歩行空間を拡大するとともに、沿道施設と
一体となった整備及び利活用等を行うことで、街路空間をウォーカブルな空間へと再構築。

整備前

一体的な沿道景観

官民連携による利活用一体的なウッドデッキ整備

滞在環境の向上のための歩行者滞在空間への
改変（街路の広場化等）

［税制］固定資産税を５年間１／２に軽減 等

［予算］ 「ウォーカブルな空間整備」や「滞在環境の向上」に
関する事業を補助 等

14
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駅前通りのイメージ　（事例１） 

＜ 賑いと交流を育む「広場を備えた道路」 / 愛媛県松山市 花園町通り＞

4

◆ 歩⾏者や⾃転⾞などゆっくりの交通に配慮し、⼦供からお年寄り、障がい者の⽅まで誰もが笑顔で⽣き
  ⽣きと暮らしやすいまちづくり
◆ 都市景観の向上や災害に強い道路
◆ 滞留する憩いの居場所づくりによる地域活性化
◆「誇れる地域の宝」を活かした魅⼒的な空間形成

賑わいと交流を育む「広場を備えた道路」

花園町通りのコンセプト

事業の概要

●事業期間：平成23〜29年度
●延  ⻑：Ｌ＝250m
●幅  員：W＝40m
●総事業費：約12.5億円
●整備概要：電線類の地中化
      ⾞線の縮⼩
      （⽚側２⾞線→１⾞線）
      ⾃転⾞道の新設（Ｗ＝2m）
      歩⾏空間の拡幅（Ｗ＝4〜10m）

⽚側２⾞線を１⾞線に縮⼩し、それによって⽣まれた空間を⾃転⾞道や歩道に再配分することで、
安全・安⼼で⼈にやさしい空間を創出しました。

道路空間の再配分POINT

1

無電柱化に加え、舗装材には⾃然⽯、照明灯や⾞⽌めには鋳鉄、ウッドデッキやベンチには県産⽊材など
「本物の素材」を使⽤し、質感と趣き溢れる景観を形成しました。また、東側商店街では、地元が中⼼と
なった建物のファサード整備が⾏われ、道路と建物が⼀体となった良好な景観が創出されました。

シンボルロードにふさわしい景観整備POINT

2

正岡⼦規の⽣誕地跡周辺には、⼦規が俳句で詠んだ草花を植栽し、市の花であるツバキをモチーフに
した「俳句ポスト」を設置するなど、「地域の宝」を⽣かした新たな場所を整備しました。
芝⽣広場やウッドデッキなど、⼈々が滞留する憩いのスペースに加え、イベントにも活⽤可能な
電源・給⽔設備を設けることで、賑わいや地域交流の場を創出しました。

賑わいと交流の場づくり
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(2017)

 花園町通りに隣接する城⼭公園には、かつて、野球場・陸上競技場などの
スポーツ施設や四国がんセンターなどが⽴地し、多くの⼈で賑わっていました。
しかし、施設の郊外移転や⼤型ショッピングモールの⽴地などにより、花園町
通りでは、通⾏量の減少や空き店舗の増加に加え、歩道に並ぶ⼤量の放置⾃転
⾞やアーケードの⽼朽化など、商業活性化や安全・景観⾯での課題がありました。
また、⾃動⾞交通量も、⽚側１⾞線で⼗分処理できる状況となっていました。

 整備にあたっては、地元説明会や商店街が主催する会合に加え、地権者やテナントを⼾別訪問するなど、対話を重ね
ながら検討を進めました。加えて、有識者、地元代表者、交通事業者、⾏政などが参画する懇談会や、地域住⺠や学⽣、
公募者などによるワークショップを開催し、空間の活⽤⽅法について意⾒交換しました。
 模型やミクロ交通流シミュレーションなどの様々なツールの活⽤や、社会実験による効果検証を経て、公⺠学の連携で
リニューアルに取り組みました。

模型による空間の確認 ミクロ交通流シミュレーションによる検証 ウッドデッキ（仮設） 自転車道（仮設）

ワークショップ 現地まちあるき 花園町通り空間改変事業懇談会

地域との協働

様々なツールの活用 社会実験による検証

リニューアルまでの過程 ～公民学の連携～

整備前の状況

資料：花園町通りリニューアル（平成 30 年 3 月松山市道路建設課発行）より抜粋
松山市 都市整備部 道路建設課
〒790 - 8571   松山市二番町四丁目7番地 2
TEL：089-948-6476  FAX：089-934-1805
E-mail：dourokensetu@city.matsuyama.ehime.jp

「歩いて暮せるまち 松⼭」の実現に向けて、様々な効果が現れ始めています。

▼平成23年  3⽉ 松⼭市都市計画マスタープランの策定
         （都⼼地域のまちづくり⽅針に「花園町通りの道路空間再配分と
         無電柱化」を盛り込む）

▼平成23年12⽉ 地元説明（花園町通りの空間の在り⽅に関する対話開始）

▼平成24年  3⽉ 検討組織「花園町通り空間改変事業懇談会」の設置
         （花園町通りの空間の在り⽅に関する議論開始）

▼平成24年10⽉ 交通社会実験の実施
         （⾞道の⽚側１⾞線化と⾃転⾞専⽤レーンの設置など）

▼平成26年  3⽉ 道路整備計画のとりまとめ

▼平成26年  8⽉ ⼯事着⼿

▼平成27年  8⽉ 花園町東通り景観まちづくりデザインガイドラインの策定
         （地元主体で沿道建物の景観整備に関するルール等を作成）

▼平成28年  7⽉ 東通りの建物景観（ファサード）整備が完成

▼平成29年  9⽉ 花園町通りのリニューアル
         （地元主催による「お城下マルシェ花園」の初開催）

リニューアル記念式典(記念植樹）

社会実験の様子

花園町通り空間改変事業懇談会の様子

リニューアルまでの経過

 広くなった歩道では、毎⽉第３⽇曜⽇に、地元商店街
が主催でマルシェイベントが開催され、家族連れなど
たくさんの⼈で賑わっています。

賑わいが生まれました！

 整備前と⽐べて、歩⾏者の交通量は約2 倍に増加
しました。

歩行者通行量が増加しました！
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◆ 歩⾏者や⾃転⾞などゆっくりの交通に配慮し、⼦供からお年寄り、障がい者の⽅まで誰もが笑顔で⽣き
  ⽣きと暮らしやすいまちづくり
◆ 都市景観の向上や災害に強い道路
◆ 滞留する憩いの居場所づくりによる地域活性化
◆「誇れる地域の宝」を活かした魅⼒的な空間形成

賑わいと交流を育む「広場を備えた道路」

花園町通りのコンセプト

事業の概要

●事業期間：平成23〜29年度
●延  ⻑：Ｌ＝250m
●幅  員：W＝40m
●総事業費：約12.5億円
●整備概要：電線類の地中化
      ⾞線の縮⼩
      （⽚側２⾞線→１⾞線）
      ⾃転⾞道の新設（Ｗ＝2m）
      歩⾏空間の拡幅（Ｗ＝4〜10m）

⽚側２⾞線を１⾞線に縮⼩し、それによって⽣まれた空間を⾃転⾞道や歩道に再配分することで、
安全・安⼼で⼈にやさしい空間を創出しました。

道路空間の再配分POINT

1

無電柱化に加え、舗装材には⾃然⽯、照明灯や⾞⽌めには鋳鉄、ウッドデッキやベンチには県産⽊材など
「本物の素材」を使⽤し、質感と趣き溢れる景観を形成しました。また、東側商店街では、地元が中⼼と
なった建物のファサード整備が⾏われ、道路と建物が⼀体となった良好な景観が創出されました。

シンボルロードにふさわしい景観整備POINT

2

正岡⼦規の⽣誕地跡周辺には、⼦規が俳句で詠んだ草花を植栽し、市の花であるツバキをモチーフに
した「俳句ポスト」を設置するなど、「地域の宝」を⽣かした新たな場所を整備しました。
芝⽣広場やウッドデッキなど、⼈々が滞留する憩いのスペースに加え、イベントにも活⽤可能な
電源・給⽔設備を設けることで、賑わいや地域交流の場を創出しました。

賑わいと交流の場づくり
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⾞やアーケードの⽼朽化など、商業活性化や安全・景観⾯での課題がありました。
また、⾃動⾞交通量も、⽚側１⾞線で⼗分処理できる状況となっていました。

 整備にあたっては、地元説明会や商店街が主催する会合に加え、地権者やテナントを⼾別訪問するなど、対話を重ね
ながら検討を進めました。加えて、有識者、地元代表者、交通事業者、⾏政などが参画する懇談会や、地域住⺠や学⽣、
公募者などによるワークショップを開催し、空間の活⽤⽅法について意⾒交換しました。
 模型やミクロ交通流シミュレーションなどの様々なツールの活⽤や、社会実験による効果検証を経て、公⺠学の連携で
リニューアルに取り組みました。
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現状

現状

● JR 津久見駅前

現状
将来イメージ

● JR 津久見駅前通り
将来イメージ

（岩屋三差路ラウンドアバウト）● 市道岩屋線
将来イメージ

グランドデザイン構想策定に向けた
市民ワークショップの開催

津久見市では、市の主要市街地エリアにおいて、都市計
画の観点からエリアを見つめ直し、現状と課題、今後 10
年先の事業計画を整理し、総合的なビジョンを描いて市
民の皆さまと共有する必要があると考えました。そのビ
ジョンの「見える化」を図ること、全体的な主要事業の
説明をおこなうこと、各分野で活躍されている市民の皆
さんに様々な視点から意見を聴取することを目的とし
「グランドデザインワークショップ」を開催しました。

将来イメージ図を踏まえて、①今後の津久見市における
まちづくりのポイント ②今後どのような取り組みをお
こなってほしいか ③津久見市の将来像に対する意見と
いった 3 項目を中心に、将来イメージ図や市中心部の地
図を見ながら、意見の共有や活発な議論がなされました。
ここでの意見を踏まえて、津久見市グランドデザイン構
想（別冊）を策定しました。

JR 津久見駅やその周辺の将来イメージ
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次に、令和 6	年 4	月開校予定の新設中学校への発展的統合を目指している現第二中学校の校地の活
用方法が課題となっています。実現に向けた段階的プロセスの一例として、「活用方法の検討」「基本
構想・計画の策定」「民間事業者が主体となった運営」の 3	項目を以下に整理します。

● 現第二中学校については、市公民館機能の移設や生涯スポーツの利用  
　 促進、防災機能の設置など、幅広い視点で校地の有効活用を検討します。

● そのため、地域住民等を中心とした検討委員会(仮称 )の立ち上げなど、 
　 住民ニーズを十分に把握できる体制を構築します。

活用方法の検討

● 検討委員会 ( 仮称 ) での協議結果を基に、基本構想・計画を作成し公表 
　 する中で、市民の意向を反映させ策定します。

● 事業者を募集するため、例えば、広報誌や「みんなの廃校プロジェクト」
　 ( 文部科学省 ) 等への掲載や個別企業へのサウンディング調査等を
　 検討します。

基本構想・計画の策定

● 市公民館機能の移設、生涯スポーツ、地域住民の避難場所等の防災 
　 機能や民間事業者の店舗・事務所としての活用等が見込まれる中、
　 民間事業者が主体となった一体的な運営を目指します。

● 新設中学校開校、新庁舎建設、街なか観光拠点建設等の事業スケジュール 
　 と整合性を図り、官民・政策間連携等を踏まえた施設としての活用を
　 目指します。

民間事業者が主体となった運営　

現第二中学校校地については、現状の市公民館が老朽化していることや体育館やグラウンド・テニ
スコートなどが併設していることから、公民館や生涯スポーツ施設を兼ね備えた地域の拠点施設とし
ての活用を検討することができます。また利点として、津波浸水エリアではないこと、全ての校舎や
体育館が耐震基準を満たしていることが挙げられます。
災害時には避難場所等の防災機能を発揮し、地域住民の安心・安全を守るだけでなく、平常時には

カルチャースクール等の利用を促し市民が集うコミュニティの場を創出するなど、複合交流施設とし
て新たな地域コミュニティの形成を図り、防災力の向上や地域活性化につなげます。



92

第 4 章　実現化方策

中学校校地の活用イメージ ( 事例 2 ) 　

＜ 複合施設として活用 / 福島県石川郡石川町 旧石川小学校 ＞

資料：福島県石川町公式ホームページより引用
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中学校校地の活用イメージ ( 事例 3 ) 　

＜ 地域防災・複合交流施設として活用 / 北海道利尻富士町 旧本泊小学校 ＞

資料：文部科学省「廃校施設活用事例集」より引用
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津久見・下青江地域の重点施策図 ① 
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（２） 千怒地域

活用可能な空き家の有効活用

重点施策

土地区画整理事業が行われていない地域は古い家や空き家が増加し、昭和 60 年 1月から新築住宅
等の建設が相次いだ埋立地の旭町でも、空き家が目立つようになってきたことから、活用可能な空き
家の有効活用を促進します。

・	 令和 2年度に実施した、利活用可能な空き家調査結果をリスト化
・	 所有者等の意向 ( 空き家情報バンクへの登録、家財処分補助金の活用等 ) の再調査
・	 適切な管理、空き家情報バンクへの登録を促進し利用希望者等とのマッチングを強化

１）具体的な取組

● 空家等の発生を予防するために広報活動の充実を図ります｡

● 空家等の所有者等が死亡又は不明の場合、空家特措法に基づいて
   津久見市で調査を行い相続人などの管理者等を特定します。

● 調査のもと新たに判明した管理者等に対して、適切な助言等を行い、
   適正な管理が行われるように指導します。

空家等の発生予防　

● 総合的な窓口を統一し、津久見市空家等対策協議会や庁内連携会議
　 を通じ、関係団体と連携・調整などを行います。

● 空家等の所有者調査を行い、所有者等に売買や賃貸の意志を確認し 
　 ながら空き家情報バンクの登録を促すなど、制度の充実を図ります。

● 空き家情報バンク登録物件購入者に対する支援事業や移住者に対する  
　 支援事業の充実を図り、空家等の活用を支援していきます。

空家等の活用の推進

● 津久見市に存在する危険空家等を除去することにより市民の安全・ 
　 安心で良好な居住環境を確保するため、当該危険空家等を除去する
　 者に対する支援事業の充実を図り、早急に解消すべき危険な空家等
　 の対策を図ります。

管理不全な空家等の解消

２）実現に向けた段階的プロセスの一例

千怒地域の重点施策実現に向けた段階的プロセスの一例として、津久見市空家等対策計画に基づく
「空家等の発生予防」「空家等の活用の推進」「管理不全な空家等の解消」の３項目を以下に整理します。
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空き家情報バンクのイメージ図

段階的プロセスを効果的に実現するために、市職員及び外部（民間の協定団体等）との連携による
調査体制の確立と、公平・平等な対応を図ることを目的とした「空家等対策マニュアル」の策定を検
討します。加えて空き家等の所有者に対し、空き家情報バンクの登録を促し定住促進と地域の活性化
を図ります。

資料：国土交通省 

＜ 所有者に連絡しても措置がなされない場合の対応事例 / 三重県伊賀市 ＞

「空家等対策マニュアル」イメージ ( 事例 1) 

臼津宅地建物流通センター

仲介（交渉・契約）

登録

調査

閲覧・申込

空き家情報提供

津久見市役所

空き家所有者 空き家利用希望者
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所有者不明土地の活用イメージ　（事例 2） 

 
  

５．所有者不明土地の利用の円滑化等に関する特別措置法について 

49
資料：国土交通省

＜ 所有者不明土地の円滑化等に関する特別措置法について ＞
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 ▶
 活

用
可

能
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空
き
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の

有
効
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用

　

●
 具

体
的

な
取

組

・
 令

和
2
年

度
に

実
施

し
た

、
利

活
用

可
能

な
空

き
家
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査

結
果

を
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ト
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・
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有
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き
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題

地
域
間
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繋
が
り
を
重
視
し
た
良
好
な
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環
境
の
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持
を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
在
、

土
地

区
画

整
理

事
業

が
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わ
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て
い

な
い

地
域

は
古

い
家

や
空

き
家
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増

加
し

て
い

る
。
ま
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6
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年

1
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新
築
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次
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埋
立
地
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き
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に
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用
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能
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の
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用
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民
　

の
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全
・

安
心

で
良
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を
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す
る

　
た

め
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危
険

空
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除
　

去
す

る
者
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す
る

支
援

　
事
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の
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に

　
解

消
す
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き

危
険

な
　

空
家

等
の

解
消

を
図

る

空 家 等 の 活 用 の 推 進　

●
総

合
的

な
窓
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を

　
統

一
し

、
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携

・
調

整
を

行
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●
所

有
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調
査

後
に

売
買

や
　

賃
貸

の
意

志
確

認
を

行
い

、
　

空
き

家
情

報
バ

ン
ク

へ
の

　
登

録
を

促
す

●
空

き
家

情
報

バ
ン

ク
　

登
録

物
件

購
入

者
へ

の
　

支
援

、
移

住
者

へ
の

　
支

援
事

業
の

充
実

化

空 家 等 の 発 生 予 防

●
広

報
活

動
の

充
実

●
所

有
者

が
死

亡
又

は
　

不
明

の
場

合
、

空
家

　
特

措
法

に
基

づ
き

相
続

　
人
な
ど
の
管
理
者
等
を
特
定

●
調

査
の

も
と

新
た

に
　

判
明
し
た
管
理
者
等
へ
の

　
適
切
な
助
言
及
び
適
正
な

　
管
理
に
対

す
る

指
導

　

●
 重

点
施

策
実

現
に

向
け

た
段

階
的

プ
ロ

セ
ス

の
一

例

津
久
見
市
中
心
部
へ

津
久
見
市
中
心
部
へ

津
久
見

津
久
見

本地域は津久見市中心部や近隣地域へのアクセスがよく、中央病院や高齢者施設、総合運動公園等
が近接するなど、適度な利便性が確保されています。今後は市民が住み続けられることはもちろん、
移住しやすく多世代に親しまれる住宅地の形成を目指します。

千怒地域の重点施策図
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（３） 上青江地域

市営住宅跡地の有効活用

重点施策

鬼丸住宅跡地の住宅地造成に加え、老朽化が進んでいる、長野市営 Aアパートの解体除却、跡地
の嵩上げ等による有効活用を検討し、津久見 IC や青江小学校に近いといった立地条件を生かした定
住促進につなげていきます。

・	 鬼丸住宅跡地を活用した、新築の夢をかなえる安価な住宅地造成の早期販売開始
・	 長野市営 Aアパートの解体事業費の確保と用地の嵩上げの検討
・	 地域住民の意向を踏まえ、事業所用地や住宅地等の活用方向性を検討
・	 整備手法について、民間活力の導入を検討

１）具体的な取組

● 新築の夢をかなえる安価な価格設定や各種支援措置の拡充を検討します。

● 若い世代や子育てファミリーを主のターゲットとし、首都圏等からの
　 UI ターン等も見据えた戦略的な広報戦術を駆使することで移住・定住に
　 つなげます。

鬼丸住宅跡地を活用した住宅地の販売戦略

● 長野Aアパートの解体や用地の嵩上げのための事業費の確保に努めます。

● 地域住民の意向を踏まえ、事業所用地や住宅地等の活用方向性を検討します。

● 「津久見市公営住宅長寿命化計画」等の見直しを行う中で、老朽化している 
　 長野 Bアパートも含めたエリアの将来的な整備方針を検討します。

長野市営住宅エリアの整備方針の検討

● 整備方針を基に、整備を実現させるための事業スケジュールを確立し、
　 計画的な整備を目指します。

● 併せて、財政負担の軽減や民間事業者の創意工夫を最大限に活用するため、
　 民間活力による整備手法を検討します。

民間活力による整備の実現　

２）実現に向けた段階的プロセスの一例

上青江地域の重点施策実現に向けた段階的プロセスの一例として、「鬼丸住宅跡地を活用した住宅
地の販売戦略」「長野市営住宅エリアの整備方針の検討」「民間活力による整備の実現」の 3項目を以
下に整理します。
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公有地等の活用法イメージ

資料：国土交通省「公有地等のまちづくり活用事例集」より抜粋

＜ 活用方法の類型と得られる効果 ＞

3-2 

■活用方法の類型 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まちづくりの効果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域活性化 
・業務、商業導入による賑わい創出

・地域の面的整備による拠点形成 

４．少子高齢化への対応 
・公益施設の移転、建替え 

・既存建物の用途転換による公益

施設整備 

３．良好な居住環境の形成 
・公営住宅ストックの更新 

・多様な住機能の導入 

 

２．災害に強いまちづくり 
・幹線道路や公園の整備 

・防災拠点や密集市街地の整備 

創意工夫に満ちた公有地活用事例 

 

Ａ．公有地を売

り払い民間に

よるまちづく

りを誘導 

 

 

Ｂ．公有地を

周辺も含め

た再開発に

より高度利

用

 

Ｆ．既存建物

の用途転換 

 

Ｅ．公有地の

民間への貸

付 

 

 

Ｃ．公有地の

整序・集約、

公共施設整

備により有

効活用 

 

Ｄ．公有地の移

転・交換による

公益施設の移

転建替への活

用 

創意工夫に満ちた公有地の活用
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民間による公有地等のまちづくり活用イメージ（事例 1）　

資料：国土交通省「公有地等のまちづくり活用事例集」より引用

3-17 

国分寺市第四小学校跡地地区（東京都国分寺市） 

 

 
市民の意見を盛り込んだ地区計画で、開発条件を詳細に絞る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜活活用用のの特特徴徴＞＞  

■■市市民民参参加加にによよるる土土地地利利用用計計画画のの策策定定  

小学校跡地処分を決定した後、市民を含む協議会を設置。住民説明会・ワークショップ等を通じて

６ヶ月にわたり、対象地区に相応しい土地利用計画を市民参加により検討。 

■■歴歴史史的的環環境境のの保保全全・・周周辺辺宅宅地地ととのの調調和和をを謳謳っったた公公募募条条件件のの設設定定  

歴史的資産を活かす史跡空地、周辺住宅地との調和を目指す形態規制、地域に貢献する機能導入の

ための用途制限等、市民の意見を反映した項目を地区計画として決定し、公募条件を絞り込んだ。 

 

＜＜公公有有地地等等のの種種別別／／従従前前従従後後のの変変化化＞＞  

  
 

従前： 

市小学校跡地 

従後： 

住宅・福祉・医療等複合施設を整備 
民間事業者

へ売払い 

＜＜活活用用のの仕仕組組みみ＞＞  

戸建住宅地 

住宅地 

・自然環境、歴史的遺産に恵まれた地域 

・周辺には戸建住宅地が立地 

小学校移転地 

対象地 

◆地区計画図 

◆事業者による当選案 

東山道武蔵路を地区

施設として保存 

周辺住宅地環境に配

慮した壁面後退線の

指定 

市民参加による 

土地利用検討結果 

保険・医療・福祉・保育・住宅等の複合施設
（従後の様子：提案時の模型写真）
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市営住宅跡地の活用イメージ（事例 2）　

＜ 大阪府営吹田竹見台住宅民活プロジェクト / 大阪府吹田市 ＞

資料：国土交通省「公的不動産の有効活用等による官民連携事業事例集」より引用

施設の平面図

民間施設
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検
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検
討

鬼 丸 住 宅 跡 地 を 活 用 し た 住 宅 地 の 販 売 戦 略
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る
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の
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例
に
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有
効
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用
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検
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し

、
津
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見

IC
や
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小
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に

近
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立
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し
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定
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目
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す
。

を
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用
し

た
住

宅
地

を
活

用
し

た
住

宅
地

上青江地域の重点施策図 
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（４） 堅徳地域

遊休地（水晶山跡地）の有効活用

重点施策

本地域は基幹産業である石灰石・セメント関連産業が集積し、国道・市道バイパスの開通により利
便性と安全性が各段に向上しました。現在、水晶山跡地については、環境保全に資する廃棄物処理や
鉱山の雑岩処理場等で活用されていますが、関係事業者の意向や将来展望等を十分把握する中で、防
災面や事業所用地としての活用等の可能性を模索し、効果的な支援措置を検討していきます。

・	 用地を所有している事業者へ、今後の土地利用の方向性についてのヒアリング
・	 防災面や事業所用地等での活用可能性の検討
・	 地元住民等の意向の把握
・	 都市計画用途地域の見直し検討
・	 企業誘致・立地等における支援措置の拡充検討

１）具体的な取組

● 用地を所有している事業者の土地利用の将来展望等のニーズ把握に
　 努めます。

● 地域住民の意向を把握するとともに、廃棄物処理の実績や産業観光等の
　 取組を踏まえ、地域社会への貢献等を広く市民に周知します。

● 併せて、防災面での活用や企業誘致・立地の必要性等の行政課題を
　 整理します。

用地所有者のニーズ把握と課題の整理　

● 関係事業者と連携し、住民や行政の意向を踏まえた活用可能性を模索
　 検討します。

● 併せて、利活用に向けた支援措置等の拡充を検討します。

● ( 都 ) 志手徳浦線 ( 市道バイパス ) 整備も完了したことから、事業者の 
　 将来展望に合わせた都市計画用途地域の見直しを検討します。

土地利用の方向性の検討

２）実現に向けた段階的プロセスの一例

堅徳地域の重点施策実現に向けた段階的プロセスの一例として、「用地所有者ニーズ等の把握と課
題整理」「土地利用の方向性の検討」の 2	項目を以下に整理します。
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本地域は市内で先進的に防災対策に取り組んでいる地域であり、さらに取組を推進することで、よ
り災害に強いまちづくりの形成を促します。特に、バイパス沿いに位置する水晶山跡地では、その広
大な土地を活用し避難場所や仮設住宅の設置場所としての利用についても検討します。

遊休地の有効活用イメージ（事例 1）　

資料：愛知県瀬戸市「鉱山採掘跡地土地利用計画」より引用

事業実施可能性の検討

土地利用計画策定の目的

　本市の地場産業の発展は、地の利を活かした産業であるが故に、これまで市街地の
形成過程にも多大な制約や影響を与えてきましたが、採掘という使命を全うした後の
採掘跡地は、市の中心部に位置するという立地条件や、中心市街地の北部に隣接する
というポテンシャルを考慮すると、その利用方法は、本市の将来に向けた市域全体の
まちづくりに大きなインパクトを与えることが予見されます。

－５－ 

【【【【解決解決解決解決すべきすべきすべきすべき課題課題課題課題とととと都市機能都市機能都市機能都市機能のののの状況状況状況状況マップマップマップマップ】】】】                                                                【【【【土地利用計画土地利用計画土地利用計画土地利用計画のののの機能区分機能区分機能区分機能区分とゾーニングとゾーニングとゾーニングとゾーニング】】】】    

 ～ 課題解決型まちづくりへの挑戦に向けた都市機能の整理 ～         

















【【【【未来未来未来未来のののの都市機能都市機能都市機能都市機能をををを構成構成構成構成するするするする創発型創発型創発型創発型システムシステムシステムシステム】】】】    

～ ハードとソフトの最適な融合による未来型のまちづくりへの発想 ～



●環境や状況の変化に柔軟に対応できる都市構造

●産業や居住機能との密接な連携による都市機能

●複合的価値を実現するハードとソフトの最適な融合

●都市活力を担う産業や人口への相乗効果

●未来型まちづくりの舞台としての価値を実現する都市空間

●価値増幅を志向した長期的・継続的土地利用

鉱山 

跡地 

工業

 

居 住 
観光 

商業 
交通 

医療 文化 
行政 

■高齢者医療 

の拡大 

■郊外型大型店舗の進出 

■商店街の空き店舗対策 

■雇用の減少 

■産業の多角化への対応 
■観光入込客数の維持 

■やきもの文化の継承 

■既存資源の活用 

■少子高齢化 

■未利用地の増加 

■西高東低の人口分布 

■バリアフリー対策 

■社会インフラの利便活用 

■既存公共施設 

の老朽化対策 

機能集約型 価値創造型 

課題解決型 

都市都市都市都市のののの構造革新構造革新構造革新構造革新 
CityCityCityCity    structurestructurestructurestructure    InnovationInnovationInnovationInnovation 

国有地 

県有地 

・埋戻し作業が進行中 

・短期的に実現可能な土

地利用計画を検討 

・国有地での埋戻し作業

に連動 

・中期的に土地利用が可

能 

・埋戻し時期が未定 

・長期的な視点で将来の

土地利用を検討 

短期計画短期計画短期計画短期計画    

    

中中中中期計画期計画期計画期計画    

長長長長期計画期計画期計画期計画    

所有権所有権所有権所有権    機機機機    能能能能    時間的要素時間的要素時間的要素時間的要素    位置付け位置付け位置付け位置付け    

SolutionSolutionSolutionSolution    

都市都市都市都市のののの課題解決課題解決課題解決課題解決    

ゾーンゾーンゾーンゾーン 

    

ConcentrationConcentrationConcentrationConcentration    

都市機能都市機能都市機能都市機能のののの集約集約集約集約    

ゾーンゾーンゾーンゾーン 

    

CreationCreationCreationCreation    

未来都市未来都市未来都市未来都市のののの新市新市新市新市

街地誘発街地誘発街地誘発街地誘発ゾーンゾーンゾーンゾーン 

・公共施設の老朽化対策
・有事における対応用地

・新しい価値の創造
・効率化の追求

・民間とのコラボレーション
・未来創造型まちづくり

農業 

■６次産業、地産地消の具現化 

従来型のまちづくりの延長線上ではなく、将来必要と

なる都市の機能を満足するために、ハードとソフトの

ベストミックス（最適な融合）による“未来型まちづ

くり”を目指す 

質的充実 

創り出す 

織り成す 

受け継ぐ 

＜ 鉱山採掘跡地土地利用計画 / 愛知県瀬戸市 ＞
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遊休地の有効活用イメージ（事例 2）　

資料：国土交通省 「空き地等の新たな活用～空き地等の利活用に関する先進的取組～」より引用

いまだ多く残る、密集市街地の老朽木造建築物の
「出口」としての好事例

・火災時の延焼を防止するため、密集市街地における老朽木造建築物の除却を推進。
・建物除却後の跡地は、災害時には各種拠点として、また平常時には広場・ポケットパークなど

の地域コミュニティの活動の場として活用。

まちなか防災空地は地域コミュニティの活動の場
～まちなか防災空地整備事業～

まちなか防災空地整備事業
神戸市 都市局 計画部 まち再生推進課

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/urban/
misshu/matinakabousaikuuti.html

灘北西部 兵庫北部

長田南部 東垂水

【住宅地・郊外地】【オープンスペース・駐車場】【官民連携】／兵庫県神戸市24

まちなか防災空地整備事業

・平成23年３月、神戸市が地震などの際に大規模火災が
発生する恐れがあり、避難や消火が困難とみられる４地
区（灘北西部／兵庫北部／長田南部／東垂水）を密集市
街地再生優先地区に指定。

・これら地区において地元のまちづくり協議会などと神
戸市、土地所有者の３者協定により平成24年度より事
業実施。

・導入開始から６年間で６４カ所

事業スキーム

①まちなか防災空地整備事業を実施することについて、
土地所有者、まちづくり協議会等、神戸市の三者で協
定を締結。

②神戸市が土地を無償で借り受け。＜土地使用貸借契約
締結＞⇒固定資産税等を非課税に。

③まちづくり協議会等がその土地を「まちなか防災空
地」として整備（神戸市の補助あり）及び維持管理。
＜管理協定締結＞

経緯・概要・実績等
経緯等

実績等

神戸市では、防災性や住環境に様々な課題を抱える密
集市街地において、安全・安心・快適なまちづくりを推
進するため、火事や地震などの災害時に地域の防災活動
の場となる「まちなか防災空地」の整備を進めています。

この「まちなか防災空地」は、密集市街地において火
災などの延焼を防止するスペースを確保することを目的
に、災害時は一時避難場所や消防活動用地、緊急車両の
回転地などの防災活動の場として、平常時は広場・ポ
ケットパークなどのコミュニティの場として利用する空
地です。

事業主体からのメッセージ
・暫定的な広場整備ですが、手続き等が簡単で、早期に

広場が完成するので、地域に喜ばれています。
・整備後の維持管理の担い手確保が事業成立のポイント

になります。

(1)対象地域内にあること
(2)少なくとも３～５年以上提供できること
(3)まちの防災性向上に資する位置・区域であること
※老朽建物を解体し、跡地を提供する際には、事前調整も

踏まえ、建物解体費に対する補助あり。

事業対象

36

＜ まちなか防災空地は地域コミュニティの活動の場 / 兵庫県神戸市 ＞

まちなか防災空地整備事業とは

　神戸市では、防災性や住環境に様々な課題を抱える密集市街地において、安全・安心・
快適なまちづくりを推進するため、火事や地震などの災害時に地域の防災活動の場と
なる『まちなか防災空地』の整備を進めています。まちなか防災空地とは、密集市街
地において火災などの延焼を防止するスペースを確保することを目的に、災害時は一
時避難場所や消防活動用地、緊急車両の回転地などの防災活動の場として、平常時は
広場・ポケットパークなどのコミュニティの場として利用する空地のことです。

土地利用計画策定の目的

①　まちなか防災空地整備事業を実施することについて、土地所有者、まちづくり協
　　議会等、神戸市の三者で協定を締結
②　神戸市が土地を無償で借り受け＜土地使用貸借契約締結＞→固定資産税等を非課税に
③　まちづくり協議会等がその土地を「まちなか防災空地」として整備
　　( 神戸市の補助あり ) 及び維持管理　＜管理協定締結＞

いまだ多く残る、密集市街地の老朽木造建築物の
「出口」としての好事例

・火災時の延焼を防止するため、密集市街地における老朽木造建築物の除却を推進。
・建物除却後の跡地は、災害時には各種拠点として、また平常時には広場・ポケットパークなど

の地域コミュニティの活動の場として活用。

まちなか防災空地は地域コミュニティの活動の場
～まちなか防災空地整備事業～

まちなか防災空地整備事業
神戸市 都市局 計画部 まち再生推進課

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/urban/
misshu/matinakabousaikuuti.html

灘北西部 兵庫北部

長田南部 東垂水

【住宅地・郊外地】【オープンスペース・駐車場】【官民連携】／兵庫県神戸市24

まちなか防災空地整備事業

・平成23年３月、神戸市が地震などの際に大規模火災が
発生する恐れがあり、避難や消火が困難とみられる４地
区（灘北西部／兵庫北部／長田南部／東垂水）を密集市
街地再生優先地区に指定。

・これら地区において地元のまちづくり協議会などと神
戸市、土地所有者の３者協定により平成24年度より事
業実施。

・導入開始から６年間で６４カ所

事業スキーム

①まちなか防災空地整備事業を実施することについて、
土地所有者、まちづくり協議会等、神戸市の三者で協
定を締結。

②神戸市が土地を無償で借り受け。＜土地使用貸借契約
締結＞⇒固定資産税等を非課税に。

③まちづくり協議会等がその土地を「まちなか防災空
地」として整備（神戸市の補助あり）及び維持管理。
＜管理協定締結＞

経緯・概要・実績等
経緯等

実績等

神戸市では、防災性や住環境に様々な課題を抱える密
集市街地において、安全・安心・快適なまちづくりを推
進するため、火事や地震などの災害時に地域の防災活動
の場となる「まちなか防災空地」の整備を進めています。

この「まちなか防災空地」は、密集市街地において火
災などの延焼を防止するスペースを確保することを目的
に、災害時は一時避難場所や消防活動用地、緊急車両の
回転地などの防災活動の場として、平常時は広場・ポ
ケットパークなどのコミュニティの場として利用する空
地です。

事業主体からのメッセージ
・暫定的な広場整備ですが、手続き等が簡単で、早期に

広場が完成するので、地域に喜ばれています。
・整備後の維持管理の担い手確保が事業成立のポイント

になります。

(1)対象地域内にあること
(2)少なくとも３～５年以上提供できること
(3)まちの防災性向上に資する位置・区域であること
※老朽建物を解体し、跡地を提供する際には、事前調整も

踏まえ、建物解体費に対する補助あり。

事業対象

36
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＜ 空き地・空き家・狭隘道路を小規模連鎖型で再生 / 山形県鶴岡市 ＞

資料：国土交通省 「空き地等の新たな活用～空き地等の利活用に関する先進的取組～」より引用

空き家と狭隘道路を一体的に捉えた区画整理イメージ ( 事例 3 )　

大規模開発によらない、空き地・空き家、道路等の
一体的な区画の再編成

・空き地・空き家・狭隘道路を一体的に捉え、所有者、近隣住民をはじめステークホルダーを巻
き込み、小規模連鎖型の区画再編を実施。

・宅建業者や建設業者、建築士や行政書士、地元業界団体などの専門家集団により地元のための
各種提案・提言、協働。

空き地・空き家・狭隘道路を小規模連鎖型で再生
～つるおかランドバンクで中心市街地を活性化～

山形県鶴岡市のNPO法人 つるおかランド・バンク
組織形態：中心市街地活性化推進機構指定NPO

http://t-landbank.org/

【まちなか】【隣地取得・権利変換】【民間】／山形県鶴岡市01

ＮＰＯ法⼈ つるおかランド・バンク

・つるおかランド・バンクファンド助成事業（NPO法人の事業）

・鶴岡市移住希望者不動産物件情報照会（市制度を支援）

事業スキーム

狭隘道路の解消となった例

概要・経緯・実績等
制度等

実績等

ランドバンクの事業スキーム（体制）は、不動産を動
かす宅建業者、道路築造から解体工事までの建設業者、
登記問題等の司法書士、境界問題などの土地家屋調査士、
相続問題等の行政書士、リフォームコンバージョンの建
築士、抵当権等の金融機関などの地元の各業界団体から
理事が参加し、有資格者の専門家が集合して対応する
「プロボノ」のＮＰＯ法人が中核となっています。

空き家利活用成約件数 空き家管理事業

平成27年度 25件 11件

平成28年度 20件 11件

平成29年度 20件 14件

事業主体からのメッセージ
・相続や権利関係が複雑な空き家・空き地の問題は多くの時間と

労力が伴うため関係業者からは敬遠される傾向にあります。
・それらを補うため「コーディネート助成金支援」、その他にも狭

あい道路解消の為に「私道等整備支援」など助成金を交付して住
環境整備を行い、未来の元気なまちづくりのために、活動してい
ます。

つるおかランド・バン
クは、空洞化の進行が懸
念される中心市街地や日
本海沿岸の密集住宅地に
ついて、大規模開発に拠
らない小規模連鎖型の区
画再編成事業により活性
化させ、元気な街にさせ
ていく事を目的として活
動しています。

その手法は、空き家・
空き地・狭隘道路を一体
の問題として捉え、その
不動産を動かす際、所有
者などのステークホル
ダーの協力を得て問題を
解決し、一つ一つの区画
は小規模ながら、それを
連鎖させることにより地
区全体の環境を向上・再
生させていくというもの
です。

【拡幅工事前】 【拡幅工事後】

もとからの車がすれ違えない
幅の狭い道路

【ランドバンク事業の手法】

出典：つるおかランドバンクホームページ
http://t-landbank.org/activity

13

大規模開発によらない、空き地・空き家、道路等の
一体的な区画の再編成

・空き地・空き家・狭隘道路を一体的に捉え、所有者、近隣住民をはじめステークホルダーを巻
き込み、小規模連鎖型の区画再編を実施。

・宅建業者や建設業者、建築士や行政書士、地元業界団体などの専門家集団により地元のための
各種提案・提言、協働。

空き地・空き家・狭隘道路を小規模連鎖型で再生
～つるおかランドバンクで中心市街地を活性化～

山形県鶴岡市のNPO法人 つるおかランド・バンク
組織形態：中心市街地活性化推進機構指定NPO

http://t-landbank.org/

【まちなか】【隣地取得・権利変換】【民間】／山形県鶴岡市01

ＮＰＯ法⼈ つるおかランド・バンク

・つるおかランド・バンクファンド助成事業（NPO法人の事業）

・鶴岡市移住希望者不動産物件情報照会（市制度を支援）

事業スキーム

狭隘道路の解消となった例

概要・経緯・実績等
制度等

実績等

ランドバンクの事業スキーム（体制）は、不動産を動
かす宅建業者、道路築造から解体工事までの建設業者、
登記問題等の司法書士、境界問題などの土地家屋調査士、
相続問題等の行政書士、リフォームコンバージョンの建
築士、抵当権等の金融機関などの地元の各業界団体から
理事が参加し、有資格者の専門家が集合して対応する
「プロボノ」のＮＰＯ法人が中核となっています。

空き家利活用成約件数 空き家管理事業

平成27年度 25件 11件

平成28年度 20件 11件

平成29年度 20件 14件

事業主体からのメッセージ
・相続や権利関係が複雑な空き家・空き地の問題は多くの時間と

労力が伴うため関係業者からは敬遠される傾向にあります。
・それらを補うため「コーディネート助成金支援」、その他にも狭

あい道路解消の為に「私道等整備支援」など助成金を交付して住
環境整備を行い、未来の元気なまちづくりのために、活動してい
ます。

つるおかランド・バン
クは、空洞化の進行が懸
念される中心市街地や日
本海沿岸の密集住宅地に
ついて、大規模開発に拠
らない小規模連鎖型の区
画再編成事業により活性
化させ、元気な街にさせ
ていく事を目的として活
動しています。

その手法は、空き家・
空き地・狭隘道路を一体
の問題として捉え、その
不動産を動かす際、所有
者などのステークホル
ダーの協力を得て問題を
解決し、一つ一つの区画
は小規模ながら、それを
連鎖させることにより地
区全体の環境を向上・再
生させていくというもの
です。

【拡幅工事前】 【拡幅工事後】

もとからの車がすれ違えない
幅の狭い道路

【ランドバンク事業の手法】

出典：つるおかランドバンクホームページ
http://t-landbank.org/activity

13
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第 4 章　実現化方策

堅徳地域の重点施策図 
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●学校法人福岡大学との連携・協働の経緯と成果

都市計画マスタープラン作成にあたって

本市の将来を担う都市まちづくりの指針となる「津久見市都市計画マスタープラン」の改訂にあたっ
ては、「学校法人福岡大学 工学部 社会デザイン工学科 景観まちづくり研究室 ( 研究代表者 柴田 久 教
授 )」との連携・協働による「受託研究」という形で令和元年 6 月にスタートしました。

同大学の研究室は、福岡県、佐賀県、大分県や県内他の自治体などでの都市まちづくりの実績もあ
りますが、本市においても、平成 22 年 7 月に供用開始した千怒地区の「湧水めだか公園」、市中心
部のまちづくりをテーマに大分県と連携し、平成 27 年度から 3 か年にわたり実施した「津久見観光
周遊性創出事業」( ※コンテナ 293 号、Cafe1/2 などの取組 )、平成 29 年 9 月の台風第 18 号災害直
後に着手した津久見川・彦の内川の激特事業に併せ、津久見市立第一中学校生徒の参画のもと、令和
元年から 3 か年にわたり実施した「津久見復興街なか・にぎやかプロジェクト」、令和 2 年度から実
施している「都市再生整備計画事業 ( まちなかウォーカブル推進事業 )」など、10 年以上にわたり本
市の都市まちづくりに関わっていただいています。加えて、研究代表者の柴田 久 教授については、「津
久見市庁舎建設専門家検討委員会」において委員長を歴任し、これまで 12 回にわたる専門家検討委
員会を総括してきました。

このように、同大学の研究室は本市の実情に精通しており、さらに、住民とのワークショップや現
地調査などの実績も豊富なことから、現況・課題を的確に整理し、全体構想・地域別構想をまとめ、
財政状況を鑑みた上で、より実現可能性が高い方策を掲げ、その実現プロセスについて整理していく
こととし、そして、それらを研究課題として掲げ、地域住民の意向を十分に反映させ、大学と行政の
連携・協働による共同研究で成案化を目指していくこととしました。

加えて、本マスタープランの根幹であり、本市のまちづくりの大きな課題となっていました市中心
部のまちづくりについても、同大学の研究室が長年にわたり培ってきたノウハウが生かせるのではと
考えました。市中心部は、平成 29 年 9 月の台風第 18 号災害にて甚大な被害を受け復旧・復興の各
種事業を実施してきました。現在は、津久見港埋立地における新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備
を目指した取組を進めていますが、あらためて JR 津久見駅から概ね半径 1㎞以内を市中心部 ( 中心市
街地 ) と定義し、今後 10 年以内に取り組んでいく必要のある事業を整理し将来イメージ図を示した「津
久見市グランドデザイン構想」もあわせて取り組んでいくこととしました。

このような経緯から、全国的にも事例が少ないと思われる、都市計画マスタープランの改訂作業を
同大学の研究室が主導し「受託研究」として実施することとなりましたが、本市としましても、この
ような手法が最も効果的・効率的であり、加えて、先駆性、話題性も帯びていると考えました。

>> 学校法人福岡大学との連携・協働による受託研究の経緯
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本マスタープランの改訂作業のキックオフとなったのが、同大学の研究室が主導し令和元年 11 月
14 日に開催した「グランドデザインワークショップ」でした。産業・福祉・教育・まちづくりなど
の各分野の市民や団体、商工会議所、市職員のほか公募による参加者もあり、学生のコーディネート
のもと多くの意見が出され十分な成果を得られました。

しかしながら令和 2 年に入り、新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) の全国的な感染拡大により、
緊急事態宣言が発出されるなど業務スケジュールは大きく遅滞しました。当初、令和元年度から 2 か
年をかけ改訂作業を行い、令和 2 年度末の業務完了を目指していましたが、やむなく令和 3 年度も引
き続き業務を継続することとしました。

>> コロナ禍で遅滞した業務スケジュール

この間、「グランドデザインワークショップ」に引き続く、ワークショップや説明会などの開催が
困難となったことは紛れもない事実です。市民や団体の都市基盤整備や公共交通、防災、景観などに
関する考え方、地域の特性や課題の把握と将来像などは、市民の声を的確に把握し本マスタープラン
に反映させていくことで、住民主体のまちづくりのための基盤が構築されると思われます。今回はコ
ロナ禍でその機会を失いましたが、同大学の研究室が有するこれまでのワークショップや調査などの
実績やノウハウが、それらをカバーし改訂作業を進めることができました。しかし、改訂案を取りま
とめていた時期に第 5 波、令和 4 年に入り業務の最終盤で第 6 波に見舞われ大変困惑しましたが、2
年間のコロナ禍を克服しどうにか「津久見市都市計画マスタープラン ( 改訂案 )」、「津久見市グラン
ドデザイン構想 ( 案 )」が作成できたところです。

>> 研究室の実績とノウハウによりコロナ禍を克服

これまで、10 年以上にわたり、同大学の研究室に所属する学生が、本市を訪れ、ワークショップ
などでの市民との交流、現地調査等を行ってきました。また、本マスタープランの改訂作業において
も、多くの学生の参画があるなど、今回の「受託研究」は、これまでの実績とノウハウにより実現し
たと言えます。成果としましては、本マスタープランやグランドデザイン構想を作成したことのみに
留まらず、将来の我が国を担う若者の人材育成・発掘にもつながっていると思われ、これは、大学と
の連携・協働の大きな意義と成果ではないかと考えます。

全国的に見ても、大学が業務の一部に関与しているケースは多々あると思いますが、「都市計画マ
スタープラン」の策定や改訂を大学が主導した事例は多くないと思われることから、大学と行政・市
民との連携・協働の取組として、全国の先進事例となるのではと考えています。この成果を、全国に
発信し PR を行うとともに住民主体のまちづくりの起爆剤になればと期待しています。

>> 受託研究の成果と全国への発信
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●グランドデザインワークショップの開催　令和元年 11月 14 日（木）　
市はグランドデザイン構想の策定に先立ち、各分野で活躍されている市民の皆さんから様々な視点

で意見を聴取するため「グランドデザインワークショップ」を開催いたしました。参加したのは「商工」
「産業」「福祉」「交通」「防災」「教育」「まちづくり」など各分野で活躍されている市民の方々、さら

に一般公募による市民に加え、津久見市職員や本ワークショップの進行をつとめた福岡大学景観まち
づくり研究室の方々です。グループ作業では①今後の津久見市におけるまちづくりのポイント ②今
後どのような取り組みをおこなってほしいか ③津久見市の将来像に対する意見といった 3 項目を中
心に、意見の共有や活発な議論がなされました。

参加者の皆さんからは、「具体的なまちづくりについて理解しやすかった」　「津久見市がどのよ
うに考えているのかを知る材料となった」　 「今後の津久見市が向かう方向と可能性が見えて来た」　

「実現できるよう協力していこうと前向きな気持ちにさせてくれた」　「メリットもデメリットも発見
しやすい」　「全体的にまちが見渡せて計画が立てやすい」といった感想をいただきました。

>> ワークショップの様子

グループワーク① グループワーク②

グループワーク③ グループワーク④
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>> ワークショップの意見まとめ

将来イメージパースの説明

各班意見のとりまとめ（全体共有）

今後行ってほしい取り組み

将来像に対する意見

まちづくりにとってのポイント

金融ゾーン

・まちの玄関口として回遊するための仕
　掛けが必要

・金融ゾーンとしての位置づけ、つくり
　こみ

・イベントが多く開催されている

・銀行内についでに寄れる施設を
・駐車場をつくる
・在り方についてアンケートの実施

新庁舎・集客交流拠点

・現庁舎跡地の利用方法 (2)

・私有地を駐車場に
・現駐車場の整備 (2）
・老人施設や病院の新設
・屋内の遊び場
・託児所の新設

市道岩屋線

・拡幅により駅南側の住民が駅北側へ来
　やすくなる
→商売面での売り上げ向上に繋がる

・サンロード中央まで道路拡幅を延長する
・安全性の確保

・拡幅に賛成

津久見港付近

・見せる漁業
・港からまちなかへの誘導

・津久見港はパース絵のように車が駐車
　しなくなるような空間にしたい (3)
→パース絵のようにウッドデッキや植栽
　が低ければ子供も遊べて見晴らしもよ
　安全

・耐震岸壁を花火の有料観覧席や八幡浜
　のような拠点に

宮山公園・大友公園

＜宮山公園＞
・市最大の避難場所
→山頂には避難物資 3,000 人分を常備
＜大友公園＞

・避難経路の整備を早急に進めるべき
・避難物資を 1,000 人分常備している

＜宮山公園＞
・山道を整備してほしい
・自然を利用したアスレチックを新設
＜大友公園＞

・災害時に実際何人が避難できるか検証
・付近の坂が急なので整備

・観光 × 防災避難場所へ

・津久見商工会議所の並びにマンションを
　建てると、海も見えて売れるのでは

・生活の根源は女性が良いと思えるまち
・上宮本町はコンパクトシティだと感じる
・青江地区方面からまちなかは近くなった
・千怒の球場に工場や石灰山方面の写真を撮り
　に来る人が多くいる

・市中心部を流れる川の魅力
・土地利用の補助金の貸し借りに
　対する「つなぎ」となる相手

・津久見市には本屋がないためつくってほしい
・市営住宅や高齢者住宅の新設 (2)
・子供が楽しめる空間の整備を進めてほしい
・学生や住民が利用できる市民プールの創設
・商店街と住宅地の住み分け
・図書館周辺の活用方法の工夫
・しっかりと次世代に引き継ぎや意見共有を
　行ってほしい

・目標／テーマの設定 ( 事業着手の順を決める等 )
・空き家空間の利用 (2)

商店街

・もっと活性化すべき

・店舗を増やす
・人が住む場所へ
・商店街と住宅地の住み分け

・商店街に賑わいのあるまちに
・駅南側の展望スペース（パース絵）
　に賛成

駅前通り
・商店街との関係性次第では賑わいが出る
・駅裏と駅前通りは高校生が良く通る道な
　ので重要

・商店街と統一感のあるデザインにして
　一体的なエリアに

・パース絵のような空間に (2）
→つくみん公園方向からの見通しが良く
　なってほしい

・駅南側から北側へ行ける道路を一本つ
　くる

津久見駅
・観光協会の場所がわかりやすい工夫
・エレベーターの設置 (2）
・地下通路をつくってほしい

交通
・津久見の「環状線」として利便性を向上
　（上図青点線枠：市道岩屋線ー岩屋中の
　内線ー佐伯津久見線ー口屋警固屋線）

・サンロード中央と路面店舗は英前通り
　との統一感のあるデザインに

・道路が少ない（山の上を通る迂回路等）
・スクールロードの安全確保
・八幡通の拡幅
・国道 217 バイパスの整備
・津久見川右岸沿いの整備

観光 全体
・歩いて楽しくなるための選択肢　   
   （多様な店舗の選択肢）

・鉄橋を走る電車の風景

・入り組んだ所に点在する店舗を　
　「隠れ家」として「売り」に

・飲食店不足の解消

・市内が観光客で賑わうまちに

・観光客と高齢者の意見を取り入れる
・今の学生が将来も住みたいまちに
・若者であふれるまちに
・結婚して定住化のできるまちに
・コンパクトシティを目指す (2)
・津久見市全体を賑やかにしたい
・浸水エリアの整備と地震・台風対策
　を忘れてはいけない

・後継者の確保 (2)
・全体的に財政面が心配

100m 200m

国道 217 バイパス事業 ( 整備中 )

第一中学校第一中学校

庁舎移転

第二中学校

現庁舎

津久見駅

幹部交番
集客交流拠点

郵便局

商工会議所

津久見川・彦の内川
河川激甚災害対策特別緊急事業

市道岩屋線道路改良事業

津久見川景観まちづくり事業

中学校統合

都市計画道路未整備区間

市公民館整備

国道 217

新庁舎
市公民館

スナック街

新港橋
現庁舎

津久見駅

郵便局

商工会議所

集客交流拠点

幹部交番

津久見川・彦の内川
河川激甚災害対策特別緊急事業

市道岩屋線道路改良事業

津久見川景観まちづくり事業

国道 217

新庁舎
市公民館

第二中学校

中学校統合

都市計画道路未整備区間

市公民館整備

「みなとオアシス津久見」の拡大・再整備

スナック街
庁舎移転

耐震岸壁国道 217 バイパス事業 ( 整備中 )

新港橋

下岩屋橋下岩屋橋

図書館図書館

大友公園大友公園

市中心部のダイアグラム

11 月 14 日グランドデザイン会議意見まとめ

マルキン洋品店マルキン洋品店
宮山公園宮山公園

観光・都市拠点

アクセス動線

市中心部メインエリア

凡例

商業住居混在エリア

高層住居エリア

住居エリア

中心部を囲む環状線中心部を囲む環状線

サンロード中央

サンロード中央

各班意見のとりまとめ（全体共有）

各班ごとの発表（意見共有）

11 月 14 日グランドデザインワークショップ意見まとめ
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>> 将来イメージ図

JR 津久見駅 JR 津久見駅前通り

新庁舎周辺 つくみん公園から新庁舎に続く歩道

グランドデザインワークショップでは、総合的な将来ビジョンを描き、市民の皆さんと共有する必
要があると考えました。まずは地図や図面だけでは表現できない将来像をイメージ図として描き、市
民の皆さんに見ていただくこととしました（JR 津久見駅周辺、市道岩屋線の様子など）。またワーク
ショップ後には、津久見港埋立地における新庁舎と街なか観光拠点の一体的整備計画、市中心部の円
滑な移動を目的とした市道岩屋線の拡幅や岩屋三差路へのラウンドアバウト導入など、いくつかの主
要な事業の将来イメージ図も併せて作成しました。

市道岩屋線 津久見川周辺（岩屋三差路）

●業務内容の整理
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JR 津久見駅周辺の現地調査 JR津久見駅前での実測の様子

学生も交えた打合せ風景 現地打合せの様子

>> 現地調査など
令和元年度には、都市計画マスタープラン作成に向けて、福岡大学景観まちづくり研究室の方々と

市による現地調査やドローンを使用した写真撮影、イメージパース等の作成をおこないました。

水晶山跡地周辺 津久見川周辺

ドローンによる津久見港周辺の撮影 学生達によるイメージパース作成の様子
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>> 地域別ヒアリング調査
さらに「第 3 章 地域別構想」を作成するにあたって、ワークショップだけでは知り得なかった地域

の良いところや課題等の情報について、ヒアリング調査を実施しました。
津久見市では、以前から市中心部のまちづくりに関するワークショップなどを数多く開催し、多くの

住民や団体の意見を把握してきました。今回の調査は、あらためて周辺地域の情報を収集し地域別構想
に反映させることを目的とし、地区役員や地域で、まちづくり、防災、伝統芸能、文化・スポーツなど
に積極的に取り組んでいただいている住民などの参加のもと、地域の特性、景観、防災、観光、住民ま
ちづくり、公共交通などについての意見をいただきました。

実施日時は下記のとおりですが、コロナ禍でもあり、広い会議室で人数も数名に留め、感染防止対策
を万全に講じ実施しました。

地域名 日時 場所 参加者数

千怒地域
令和3年 6月 29日
15 時 00分～

津久見市役所会議室 4名

上青江地域
令和3年 7月 8日
19 時 00分～

岩屋口公民館 11 名

下青江地域
令和3年 7月 12 日
19 時 00分～

津久見市役所会議室 9名

堅徳地域
令和3年 7月 13 日
19 時 00分～

徳浦公民館 12名

住民の皆さんへの地域別ヒアリング調査の様子 アジサイ等の植樹活動（津久見・下青江地域）

災害時の避難場所となる大友公園（津久見・下青江地域） 耐震岸壁の活用（津久見・下青江地域）
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災害時の避難路となる千怒越トンネル（千怒地域） 千怒崎から見える産業景観（千怒地域）

畑区から望む海側とは異なる市街地の風景（上青江地域） 避難場所となっている岩屋口公民館（上青江地域）

自主防災組織による自作の避難所（堅徳地域） つつじの名所で西九州一の観音像がある海岸寺（堅徳地域）
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千千怒怒崎崎かからら見見るる景景色色
映映画画『『22才才のの別別れれ』』
展展望望台台ががああるるととううれれししいい

球球場場をを見見るる景景色色

彦彦岳岳（（千千怒怒ルルーートト））

散散歩歩ココーースス
ツツーーリリンンググココーーススととししてて整整備備ししててはは？？
昔昔はは桜桜ののトトンンネネルルもも

鉄鉄道道好好ききににはは良良いい撮撮影影ススポポッットト

特特にに危危険険なな倉倉庫庫

浜浜茶茶屋屋・・ココンンビビニニ

釣釣りり客客がが多多いい

盆盆踊踊りり（（千千怒怒小小学学校校ググララウウンンドド））

千千怒怒崎崎大大漁漁祭祭りり（（神神社社））

メメダダカカ公公園園

水水源源地地・・砂砂防防ダダムム

シシイイタタケケ源源兵兵ささんんのの祠祠

農農道道ををウウォォーーキキンンググココーーススすするるとと楽楽ししそそうう

昔昔はは天天神神様様ででししめめ縄縄祭祭りり

千怒地域 千怒地域の

地域別ヒアリング調査で使用した調査用シートの一例（千怒地域）

地域別ヒアリング調査で使用した調査用シートの一例（堅徳地域）
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令和元年 11 月 14 日グランドデザインワークショップの新聞記事

2019.11.23 大分合同新聞朝刊


